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誇れる伊賀市をめざして特集

広報広報

今月の表紙は余野公園の満開のつつじの様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。

今月の納税
●納期限　６月30日 （火）

納期限内に納めましょう
市県民税（１期） 2020 年（令和２年）６月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　90,492 人　○世帯数　40,696 世帯
○男　44,403 人　　○女　46,089 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年４月 30日現在

スマホアプリ

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日および祝日診療を行っている医療機関は、救急医療情報セン
ター コールセンター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24時
間体制でお応えします。
※通話料・相談料は無料です。

６月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時45分
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

競技会場はこんなところ！
～上野運動公園野球場・競技場編～
しのぶ：今日は、三重とこわか国体で軟式野球と

サッカーの競技会場になっている上野運動
公園をご紹介します。

にん太：上野運動公園は、都市公園として昭和 38
年に野球場などが完成し、その後インター
ハイ（昭和 48年）や三重国体サッカー（昭
和 50年）の主会場として競技場が整備さ
れたんだ。今ではみんながスポーツを楽し
める場所になっているよね。

しのぶ：この公園の特
　　　　徴は？
にん太：上野運動公園
　　　　の野球場は、
　　　　フィールドが
　　　　すごく広いん

だ。スタンドからはお城も見えるんだよ。
しのぶ：本当だね。こっちが競技場かな？
にん太：そう、サッカーワールドカップ 2002 に

出場した南アフリカ代表チームのプレキャ
ンプ地として
使用された
んだ。今は、
伊賀 FCくノ
一三重のホー
ムグラウンド
になっていて、なでしこリーグの試合会場
にもなっているんだ。 

しのぶ：試合の時には、たくさんの観客でにぎわっ
ているんだね。

にん太：来年、この運動公園で国体が行われるかと
思うとワクワクしてくるね。

しのぶ：皆さん、大会中はぜひ上野運動公園で一緒
に応援して、三重とこわか国体を盛り上げ
ましょう！

【問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員会事務局（国体推進課内）
　☎43-9100　℻  43-9102　 kokutai@city.iga.lg.jp

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.9

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
　岡波

４
　名張

５
　上野

６
　名張

７
　名張

８
　岡波

９
　上野

10
　岡波

11
　名張

12
　上野

13
　上野

14
　岡波

15
　岡波

16　
　名張

17
　岡波

18
　名張

19
　上野

20
　名張

21
　名張

22
　岡波

23
　上野

24
　岡波

25
　名張

26
　上野

27
　上野

28
　岡波

29
　岡波

30
　上野 ＊小児科以外の診療科です。



新型コロナウイルス感染症に便乗した詐欺にご注意ください！
○協力金・給付金などを装っての「個人情報」「通帳、キャッシュカード」「暗証番号」の詐取にご注意ください。
○市や県、国などが、現金自動預払機（ATM）の操作をお願いすることや、給付のために手数料の振り込みを
求めることは、絶対にありません。

※市からの新型コロナウイルスに関する情報は、市ホームページの「緊急情報」からご確認ください。

相談内容 問い合わせ 電話 

保
健

新型コロナウイルス感染症に関する相談
伊賀保健所（9:00 ～ 21:00） ☎  24-8070
三重県庁相談窓口（9:00 ～ 21:00） ☎  059-224-2339
厚生労働省相談窓口（9:00 ～ 21:00） ☎  0120-565653

発熱などの症状がある人の相談
「帰国者・接触者相談センター」

伊賀保健所（9:00 ～ 21:00） ☎  24-8070
三重県救急医療情報センター（21:00 ～ 9:00）☎  059-229-1199

感染予防や健康に関すること 健康推進課 ☎  22-9653

子
ど
も

小・中学校に関すること 学校教育課 ☎  22-9649
児童虐待に関すること こども未来課 ☎  22-9609
放課後児童クラブに関すること こども未来課 ☎  22-9677
子育て支援センターに関すること こども未来課 ☎  22-9665
ファミリー・サポート・センターに関すること ファミリー・サポート・センター ☎  26-7830

税
金
・
料
金
な
ど

市税の納税（徴収猶予）に関すること 収税課 ☎  22-9612
市営住宅の家賃の支払いに関すること 住宅課 ☎  22-9737
上下水道料金の支払いに関すること 上下水道部営業課 ☎  24-0003
介護保険料の支払いに関すること 介護高齢福祉課 ☎  26-3939
国民健康保険税の支払いに関すること 保険年金課 ☎  22-9659
後期高齢者医療保険料の支払いに関すること 保険年金課 ☎  22-9660
国民年金の支払いに関すること 津年金事務所 ☎  059-228-9112
生活福祉資金の特例貸付に関すること 伊賀市社会福祉協議会 ☎  22-0084

経
営

農林業者の経営に関すること 三重県農林水産部担い手支援課 ☎  059-224-2354
セーフティネット保証認定などに関すること 商工労働課 ☎  22-9669

中小企業の経営に関すること
上野商工会議所 ☎  21-0527
伊賀市商工会 ☎  45-2210

持続化給付金などに関すること 持続化給付金事業コールセンター ☎  0120-115-570

雇
用
雇用に関すること（雇用調整助成金などの相談）

三重労働局 ☎  059-226-2111
ハローワーク伊賀 ☎  21-3221

小学校等の臨時休業に伴う保護者の休暇取得支援の相談 学校等休業助成金・支援金等コールセンター ☎  0120-60-3999

そ
の
他

特別定額給付金の支給に関すること 給付金室 ☎  22-9674
生活困窮に関する相談 生活支援課 ☎  22-9650
生活保護に関する相談 生活支援課 ☎  22-9651、☎  22-9652

人権相談
人権政策課 ☎  22-9683
津地方法務局伊賀支局 ☎  0570-003-110

在住外国人の相談 三重外国人相談サポートセンター ☎  080-3300-8077
消費者相談 新型コロナウイルス給付金関連消費者ホットライン ☎  0120-213-188
観光施設に関すること 観光戦略課 ☎  22-9670
スポーツ施設に関すること スポーツ振興課 ☎  22-9635
文化財施設（史跡旧崇広堂など）に関すること 文化財課 ☎  22-9678

相 談 新型コロナウイルス関係
特設サイト
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季節限定

古代 ちまき
※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　緊急事態宣言を受けて、市が運行するコミュニティバス
「にんまる」と忍者市（上野市）駅構内にある伊賀鉄道㈱の
マスコットキャラクター「ふくにん」、駅前の鉄郎・メーテル
ブロンズ像にマスクを着用して感染予防を啓発しました。
　このほか、上野桑町にある「忍者アーチ」には「忍法　
おうちで忍べ　新型コロナウイルス感染症　緊急事態宣言
中」と書いた横断幕を設置しました。
　また、４月 27日㈪には伊賀市観光大使である伊賀忍者
特殊軍団阿修羅の皆さんから市内 33カ所の保育所（園）・
幼稚園の園児と保育士へ、新型コロナウイルス感染症に係
る手書きの応援メッセージが寄贈されました。

　新型コロナウイルス感染症対策本部で総合的な対策を行いながら、財政調整基金と国の臨時交付
金などを活用した補正予算を編成し、市民の健康と暮らしを守る対策に取り組みます。
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新型コロナウイルス感染症に便乗した詐欺にご注意ください！
○協力金・給付金などを装っての「個人情報」「通帳、キャッシュカード」「暗証番号」の詐取にご注意ください。
○市や県、国などが、現金自動預払機（ATM）の操作をお願いすることや、給付のために手数料の振り込みを
求めることは、絶対にありません。

※市からの新型コロナウイルスに関する情報は、市ホームページの「緊急情報」からご確認ください。

相談内容 問い合わせ 電話 

保
健

新型コロナウイルス感染症に関する相談
伊賀保健所（9:00 ～ 21:00） ☎  24-8070
三重県庁相談窓口（9:00 ～ 21:00） ☎  059-224-2339
厚生労働省相談窓口（9:00 ～ 21:00） ☎  0120-565653

発熱などの症状がある人の相談
「帰国者・接触者相談センター」

伊賀保健所（9:00 ～ 21:00） ☎  24-8070
三重県救急医療情報センター（21:00 ～ 9:00）☎  059-229-1199

感染予防や健康に関すること 健康推進課 ☎  22-9653

子
ど
も

小・中学校に関すること 学校教育課 ☎  22-9649
児童虐待に関すること こども未来課 ☎  22-9609
放課後児童クラブに関すること こども未来課 ☎  22-9677
子育て支援センターに関すること こども未来課 ☎  22-9665
ファミリー・サポート・センターに関すること ファミリー・サポート・センター ☎  26-7830

税
金
・
料
金
な
ど

市税の納税（徴収猶予）に関すること 収税課 ☎  22-9612
市営住宅の家賃の支払いに関すること 住宅課 ☎  22-9737
上下水道料金の支払いに関すること 上下水道部営業課 ☎  24-0003
介護保険料の支払いに関すること 介護高齢福祉課 ☎  26-3939
国民健康保険税の支払いに関すること 保険年金課 ☎  22-9659
後期高齢者医療保険料の支払いに関すること 保険年金課 ☎  22-9660
国民年金の支払いに関すること 津年金事務所 ☎  059-228-9112
生活福祉資金の特例貸付に関すること 伊賀市社会福祉協議会 ☎  22-0084

経
営

農林業者の経営に関すること 三重県農林水産部担い手支援課 ☎  059-224-2354
セーフティネット保証認定などに関すること 商工労働課 ☎  22-9669

中小企業の経営に関すること
上野商工会議所 ☎  21-0527
伊賀市商工会 ☎  45-2210

持続化給付金などに関すること 持続化給付金事業コールセンター ☎  0120-115-570

雇
用
雇用に関すること（雇用調整助成金などの相談）

三重労働局 ☎  059-226-2111
ハローワーク伊賀 ☎  21-3221

小学校等の臨時休業に伴う保護者の休暇取得支援の相談 学校等休業助成金・支援金等コールセンター ☎  0120-60-3999

そ
の
他

特別定額給付金の支給に関すること 給付金室 ☎  22-9674
生活困窮に関する相談 生活支援課 ☎  22-9650
生活保護に関する相談 生活支援課 ☎  22-9651、☎  22-9652

人権相談
人権政策課 ☎  22-9683
津地方法務局伊賀支局 ☎  0570-003-110

在住外国人の相談 三重外国人相談サポートセンター ☎  080-3300-8077
消費者相談 新型コロナウイルス給付金関連消費者ホットライン ☎  0120-213-188
観光施設に関すること 観光戦略課 ☎  22-9670
スポーツ施設に関すること スポーツ振興課 ☎  22-9635
文化財施設（史跡旧崇広堂など）に関すること 文化財課 ☎  22-9678

相 談 新型コロナウイルス関係
特設サイト
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季節限定

古代 ちまき
※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　緊急事態宣言を受けて、市が運行するコミュニティバス
「にんまる」と忍者市（上野市）駅構内にある伊賀鉄道㈱の
マスコットキャラクター「ふくにん」、駅前の鉄郎・メーテル
ブロンズ像にマスクを着用して感染予防を啓発しました。
　このほか、上野桑町にある「忍者アーチ」には「忍法　
おうちで忍べ　新型コロナウイルス感染症　緊急事態宣言
中」と書いた横断幕を設置しました。
　また、４月 27日㈪には伊賀市観光大使である伊賀忍者
特殊軍団阿修羅の皆さんから市内 33カ所の保育所（園）・
幼稚園の園児と保育士へ、新型コロナウイルス感染症に係
る手書きの応援メッセージが寄贈されました。

　新型コロナウイルス感染症対策本部で総合的な対策を行いながら、財政調整基金と国の臨時交付
金などを活用した補正予算を編成し、市民の健康と暮らしを守る対策に取り組みます。
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止
対
策
、
公
園
遊
具
な
ど
の
消

毒　
な
ど

•
保
育
料
の
減
免
や
給
食
費
の
無
償
化
、
奨
学
金

の
対
象
者
拡
大　
な
ど

•
各
医
療
機
関
に
マ
ス
ク・防
護
服
な
ど
の
配
布
、

救
急
隊
員
の
感
染
防
止　
な
ど

•
事
業
者
応
援
給
付
金
、
感
染
拡
大
阻
止
協
力
金　

な
ど

•
特
別
定
額
給
付
金
窓
口
の
設
置
、
住
宅
確
保
給

付
金
の
対
象
拡
大　
な
ど
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芭
蕉
翁
生
家
整
備
事
業

古
民
家
等
再
生
活
用
事
業

忍
者
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

空
き
店
舗
等
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業

空き店舗の持ち主

起業・創業希望者
現在店舗を営業している人

中心市街地活性化協議会
上野商工会議所
㈱まちづくり伊賀上野

活用意向の確認

今後の経営についての聞き取り 空き店舗情報の提供

主　　な　　事　　業

　
俳
聖
・
松
尾
芭

蕉
ゆ
か
り
の
建
て

物
と
し
て
、
江
戸

後
期
の
伊
賀
の
町

家
の
雰
囲
気
を
味

わ
っ
て
も
ら
え
る

施
設
と
し
て
一
般

公
開
し
ま
す
。

　
市
民
に
も
観
光
客
に
も
興
味
が
沸
く

施
設
と
な
る
よ
う
整
備
し
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
実
施
主
体
】

　
文
化
交
流
課

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ま
ち
な
か
移
住
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
な
ど
、
中
心
市
街
地
へ

の
移
住
希
望
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
や
、

起
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
な
ど
、

多
く
の
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
が
誇
れ
る

　
　
　
伊
賀
市
を
め
ざ
し
て

　
今
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
３
か

年
で
、
28
の
計
画
事
業
な
ど
、
多
く
の
事

業
を
市
と
民
間
の
団
体
な
ど
に
よ
り
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
着
実
に
進
め
、
一
日

も
早
い
賑
わ
い
の
創
出
と
ま
ち
な
か
の
活

性
化
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

※
計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
ま
た
は
中
心
市
街
地
推
進
課
に

　
備
え
付
け
の
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
伊
賀
上
野
城
下
町
全
体
を
一
つ
の

ホ
テ
ル
と
見
立
て
て
、
歴
史
的
・
文

化
的
な
価
値
が
高
い
古
民
家
な
ど
を

改
修
し
、「
城
下
町
ホ
テ
ル
」
と
し

て
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
か
ら
順
に
開
発
を
進

め
、
古
民
家
を
利
用
し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
実
施
主
体
】

　
㈱N

O
TE

伊
賀
上
野

　
市
民
生
活
課

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体

を
活
用
し
た
情
報
発

信
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
誘
客
事
業
、

忍
者
市
を
実
感
し
て

も
ら
え
る
受
け
入
れ

態
勢
整
備
を
行
っ
て
い
く
た
め
、忍
者・

観
光
人
材
の
育
成
や
案
内
機
能
の
強
化

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

【
実
施
主
体
】

　
観
光
戦
略
課

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

　
空
き
店
舗
率
の
減
少
と
新
規

出
店
数
の
増
加
を
め
ざ
し
、
地

元
住
民
や
商
店
会
な
ど
の
各
種

団
体
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

情
報
共
有
を
図
り
、
ま
ち
の
賑

わ
い
と
地
域
経
済
の
再
生
を
め

ざ
し
ま
す
。

【
実
施
主
体
】

　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

　
㈱
ま
ち
づ
く
り
伊
賀
上
野

　
上
野
商
工
会
議
所

【
問
い
合
わ
せ
】

　
中
心
市
街
地
推
進
課

　
☎
22
・
９
８
２
５

　
℻   

22
・
９
６
２
８

　
　

shigaichi@
city.iga.lg.jp

居住者を減らさず・増やす・
住める・住みよいまちづくり

歴史文化と忍者をテーマとした
観光拠点、観光ルートづくり

市民・住民・来街者参加の
まちづくり

第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

誇
れ
る
伊
賀
市
を
め
ざ
し
て

0

5000

10000

15000

20000

25000

中心市街地の人口推移
（昭和 35年～平成 27年）（人）

基本方針
1

基本方針
2

基本方針
3

居住と観光が紡ぐ交流のまちづくり
子どもたちが住み、夢と誇りを持ち続けるまちづくり

基本理念

　
第
２
期
中
心
市
街
地

　
　
　
活
性
化
基
本
計
画

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
中
心
市
街
地
を
市

民
の
暮
ら
し
と
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
活
性
化
し
て
い
く
た
め
、

平
成
20
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
を
計
画
期

間
と
定
め
た
第
１
期
伊
賀
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
ハ
イ
ト
ピ

ア
伊
賀
や
駅
前
広
場
、
赤
井
家
住
宅
の
整

備
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
全
域
で
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
進
み
、
特
に
中
心
市
街
地
で
は
そ
の

問
題
が
顕
著
で
、
空
き
店
舗
の
増
加
、
小

売
商
業
の
縮
小
な
ど
も
問
題
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
住
む
場
所

に
夢
と
誇
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
と
、
周
辺
地
域
の
一
体
的
な
活
性
化

に
、
市
と
民
間
事
業
者
な
ど
が
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
第
２
期
計

画
を
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
理
念
と
基
本
方
針

　
第
２
期
計
画
で
は
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、「
居

住
と
観
光
が
紡
ぐ
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
子
ど
も
た
ち
が
住
み
、
夢
と
誇
り
を

持
ち
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、
３
つ
の

基
本
方
針
と
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
細
目

方
針
を
定
め
、
目
標
を
設
定
し
て
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

基本理念と基本方針
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芭
蕉
翁
生
家
整
備
事
業

古
民
家
等
再
生
活
用
事
業

忍
者
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

空
き
店
舗
等
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業

空き店舗の持ち主

起業・創業希望者
現在店舗を営業している人

中心市街地活性化協議会
上野商工会議所
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活用意向の確認

今後の経営についての聞き取り 空き店舗情報の提供

主　　な　　事　　業

　
俳
聖
・
松
尾
芭
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ゆ
か
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の
建
て

物
と
し
て
、
江
戸

後
期
の
伊
賀
の
町

家
の
雰
囲
気
を
味

わ
っ
て
も
ら
え
る

施
設
と
し
て
一
般

公
開
し
ま
す
。

　
市
民
に
も
観
光
客
に
も
興
味
が
沸
く

施
設
と
な
る
よ
う
整
備
し
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
実
施
主
体
】

　
文
化
交
流
課

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ま
ち
な
か
移
住
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
な
ど
、
中
心
市
街
地
へ

の
移
住
希
望
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
や
、

起
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
な
ど
、

多
く
の
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
が
誇
れ
る

　
　
　
伊
賀
市
を
め
ざ
し
て

　
今
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
３
か

年
で
、
28
の
計
画
事
業
な
ど
、
多
く
の
事

業
を
市
と
民
間
の
団
体
な
ど
に
よ
り
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
着
実
に
進
め
、
一
日

も
早
い
賑
わ
い
の
創
出
と
ま
ち
な
か
の
活

性
化
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

※
計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
ま
た
は
中
心
市
街
地
推
進
課
に

　
備
え
付
け
の
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
伊
賀
上
野
城
下
町
全
体
を
一
つ
の

ホ
テ
ル
と
見
立
て
て
、
歴
史
的
・
文

化
的
な
価
値
が
高
い
古
民
家
な
ど
を

改
修
し
、「
城
下
町
ホ
テ
ル
」
と
し

て
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
か
ら
順
に
開
発
を
進

め
、
古
民
家
を
利
用
し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
実
施
主
体
】
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O
TE

伊
賀
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野

　
市
民
生
活
課

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体

を
活
用
し
た
情
報
発

信
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
誘
客
事
業
、

忍
者
市
を
実
感
し
て

も
ら
え
る
受
け
入
れ

態
勢
整
備
を
行
っ
て
い
く
た
め
、忍
者・

観
光
人
材
の
育
成
や
案
内
機
能
の
強
化

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

【
実
施
主
体
】

　
観
光
戦
略
課

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

　
空
き
店
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率
の
減
少
と
新
規

出
店
数
の
増
加
を
め
ざ
し
、
地

元
住
民
や
商
店
会
な
ど
の
各
種

団
体
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

情
報
共
有
を
図
り
、
ま
ち
の
賑

わ
い
と
地
域
経
済
の
再
生
を
め

ざ
し
ま
す
。

【
実
施
主
体
】

　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
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ち
づ
く
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上
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野
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会
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居住者を減らさず・増やす・
住める・住みよいまちづくり

歴史文化と忍者をテーマとした
観光拠点、観光ルートづくり

市民・住民・来街者参加の
まちづくり

第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
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ま
し
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誇
れ
る
伊
賀
市
を
め
ざ
し
て
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3

居住と観光が紡ぐ交流のまちづくり
子どもたちが住み、夢と誇りを持ち続けるまちづくり

基本理念

　
第
２
期
中
心
市
街
地

　
　
　
活
性
化
基
本
計
画

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
中
心
市
街
地
を
市

民
の
暮
ら
し
と
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
活
性
化
し
て
い
く
た
め
、

平
成
20
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
を
計
画
期

間
と
定
め
た
第
１
期
伊
賀
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
ハ
イ
ト
ピ

ア
伊
賀
や
駅
前
広
場
、
赤
井
家
住
宅
の
整

備
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
全
域
で
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
進
み
、
特
に
中
心
市
街
地
で
は
そ
の

問
題
が
顕
著
で
、
空
き
店
舗
の
増
加
、
小

売
商
業
の
縮
小
な
ど
も
問
題
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
住
む
場
所

に
夢
と
誇
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
と
、
周
辺
地
域
の
一
体
的
な
活
性
化

に
、
市
と
民
間
事
業
者
な
ど
が
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
第
２
期
計

画
を
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
理
念
と
基
本
方
針

　
第
２
期
計
画
で
は
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、「
居

住
と
観
光
が
紡
ぐ
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
子
ど
も
た
ち
が
住
み
、
夢
と
誇
り
を

持
ち
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、
３
つ
の

基
本
方
針
と
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
細
目

方
針
を
定
め
、
目
標
を
設
定
し
て
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

基本理念と基本方針
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【
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１
　
FAX
２２
・
９
６
１
９

　
　bunka@

city.iga.lg.jp

　
俳
句
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
に
で

も
作
る
こ
と
が
で
き
る
17
音
の
短
い
文
芸

作
品
で
す
。

　
俳
句
を
作
ろ
う
と
す
る
と
、
ど
こ
か
に

出
か
け
た
り
、
何
か
を
見
た
り
、
食
べ
た

り
す
る
時
に
、
今
ま
で
気
が
付
か
な
か
っ
た

こ
と
に
気
が
付
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
俳
句
を
通
し
て
、
自
然
や
も
の
ご
と
を

観
察
す
る
習
慣
が
で
き
る
こ
と
で
、
感
性

が
磨
か
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
基
本
の
ル
ー
ル

「
季
語
」・・・春
・
夏
・
秋
・
冬
の
季
節
の
言
葉

　
　
　
　
を
１
句
に
１
つ
入
れ
る
。

「
５・７・５
の
リ
ズ
ム
」・・・文
字
の
数
で
は

　
　
　
　
な
く
音
の
数
。

　
上
五
・
中
七
・
下
五

　
５・７・５
は
、上
か
ら
順
に

「
上
五
」 「
中
七
」 「
下
五
」と
い
い
ま
す
。

（
例
）　
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
お
と

　「
季
語
」の
見
つ
け
方

　
季
節
を
表
す
季
語
は
、「
歳
時
記
」と
い

う
本
に
載
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
に
市
内
小・中
学
生
に
配

布
し
た「
こ
ど
も
俳
句
手
帳
」に
も
載
っ
て
い

ま
す
。

　
明
る
い
、楽
し
い
気
持
ち
を
表
す
季
語

や
悲
し
い
、暗
い
気
持
ち
を
表
す
季
語
な
ど

自
分
の
気
持
ち
に
あ
う
季
語
を
使
い
ま
し

ょ
う
。

　
季
語
が
実
際
の
季
節
と
ず
れ
る

　
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
季
節
と
季
語
が
ず

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
季
語
の
区
切
り
が
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

春
　
立
春（
２
月
４
日
）か
ら

夏
　
立
夏（
５
月
５
日
）か
ら

秋
　
立
秋（
８
月
７
日
）か
ら

冬
　
立
冬（
11
月
７
日
）か
ら

※

（
　
）内
の
日
付
は
今
年
の
日
付
で
す
。

　
例
え
ば
、西
瓜
は
夏
に
食
べ
ま
す
が
、８

月
上
旬
か
ら
は「
秋
」と
な
る
た
め
、西
瓜
は

秋
の
季
語
と
な
る
の
で
す
。

　
音
の
数
え
方

　
俳
句
は「
５・７・５
」の
17
音
で
で
き
て
い

ま
す
。

　
言
葉
の
文
字
数
で
は
な
く
音
で
数
え
ま

す
。

①
小
さ
な「
ゃ
・
ゅ
・
ょ
」（
拗
音
）

　・・・前
の
字
と
合
わ
せ
て
１
音

　（
例
）　恐
竜（
き
ょ・う・り
ゅ・う
）＝
４
音

②
小
さ
な「
ァ
・
ィ
・
ゥ
・
ェ
・
ォ
」

　・・・前
の
字
と
合
わ
せ
て
１
音

　（
例
）　
カ
フ
ェ
オ
レ（
カ・フ
ェ・オ・レ
）＝

　
４
音

③
小
さ
な「
っ
」（
促
音
）

　・・・そ
れ
だ
け
で
１
音

　（
例
）　
絵
日
記（
え・に・っ・き
）＝
４
音

④
音
を
伸
ば
す「
ー
」（
長
音
符
）

　
＝
１
音
に
数
え
る

　（
例
）　
オ
ル
ゴ
ー
ル（
オ・ル・ゴ・ー・ル
）

　
＝
５
音

次
の
言
葉
は
何
音
か
考
え
て
み
よ
う
。

① 

入
学

② 

オ
ッ
ト
セ
イ

③ 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

（
答
え
：
①
４
音
、②
５
音
、③
５
音
）

①
五
感（
見
る・聞
く・嗅
ぐ・味
わ
う・触

る
）を
使
っ
て
、ま
わ
り
の
も
の
を
よ
く

観
察
し
て
み
よ
う
。

　
も
し
か
す
る
と
、そ
こ
に
は
な
い
け
ど

思
い
つ
く
も
の（
ひ
ら
め
き
、想
像
）も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
観
察
し
て
見
つ
け
た
も
の
や
感
じ
た

こ
と
を
メ
モ
し
よ
う
。

③
メ
モ
し
た
言
葉
の
中
か
ら
、季
語
で
は

な
い
５
音
の
言
葉
を
見
つ
け
て
、下
五

に
し
よ
う
。

　（
例
）　
腕
時
計

④
そ
れ
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？
ど
ん

な
形
を
し
て
い
ま
す
か
？
何
色
で
す

か
？

　
よ
く
観
察
し
て
中
七
を
作
ろ
う
。

　（
例
）

　
　
皮
の
ベ
ル
ト
の
腕
時
計

⑤
上
五
に
季
語
を
つ
け
る
と
完
成
で
す
。

　（
例
）

　
　
汗
ま
み
れ
皮
の
ベ
ル
ト
の
腕
時
計

　
俳
句
を
作
る
こ
と
に
慣
れ
て
き
た
ら
、

自
由
に
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
切
れ
字
」を
使
っ
て
み
よ
う

　
切
れ
字
と
は
、名
詞
や
動
詞
の
あ
と
に
つ

け
る
助
詞
の
こ
と
で
、「
や
」「
か
な
」「
け
り
」

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
言
葉
を
使
う
と
よ
り
俳
句
ら

し
く
な
り
ま
す
。

①「
や
」

　（
例
）
閑
か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の

声
②「
か
な（
哉
）」

　（
例
）　
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
思
ひ
出
す
桜

か
な

③「
け
り
」

　（
例
）
道
の
べ
の
槿
は
馬
に
食
は
れ
け
り

※

切
れ
字
は
１
句
に
１
つ
だ
け
使
う
。

　
お
わ
り
に

　
今
回
は
簡
単
な
俳
句
の
ル
ー
ル
や
作
り

方
の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
ル
ー

ル
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
家
の
中
や
窓
の
外
な
ど
を
見
回
し
て
み

る
と
、俳
句
の
種
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、道
行
く
人
や
毎
年
同
じ
時
期
に

咲
く
花
な
ど
、自
然
や
日
常
を
よ
く
観
察

し
て
み
る
と
、今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。

自
然
の
移
ろ
い
や
、人
の
気
持
ち
を
知
ろ
う

と
す
る
こ
と
で
、日
常
が
豊
か
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
観
察
し
て
気
づ
い
た
５
音
の
言
葉
や
７

音
の
言
葉
を
集
め
て
、自
分
の
俳
句
を
自

由
に
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
広
報
い
が
５

月
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
俳
句
」を
作
ろ
う

世

界

一

短

い

文

芸

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
募
集
中
！

 

上
手
に
作
る

 

俳
句
の
ル
ー
ル

 

作
る
ポ
イ
ン
ト

簡
単
な
作
り
方

上
五

か
み
ご
な
か
し
ち
し
も
ご

中
七

下
五

中
七

上
五

む
く
げ

す
い
か
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【
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１
　
FAX
２２
・
９
６
１
９

　
　bunka@

city.iga.lg.jp

　
俳
句
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
に
で

も
作
る
こ
と
が
で
き
る
17
音
の
短
い
文
芸

作
品
で
す
。

　
俳
句
を
作
ろ
う
と
す
る
と
、
ど
こ
か
に

出
か
け
た
り
、
何
か
を
見
た
り
、
食
べ
た

り
す
る
時
に
、
今
ま
で
気
が
付
か
な
か
っ
た

こ
と
に
気
が
付
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
俳
句
を
通
し
て
、
自
然
や
も
の
ご
と
を

観
察
す
る
習
慣
が
で
き
る
こ
と
で
、
感
性

が
磨
か
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
基
本
の
ル
ー
ル

「
季
語
」・・・春
・
夏
・
秋
・
冬
の
季
節
の
言
葉

　
　
　
　
を
１
句
に
１
つ
入
れ
る
。

「
５・７・５
の
リ
ズ
ム
」・・・文
字
の
数
で
は

　
　
　
　
な
く
音
の
数
。

　
上
五
・
中
七
・
下
五

　
５・７・５
は
、上
か
ら
順
に

「
上
五
」 「
中
七
」 「
下
五
」と
い
い
ま
す
。

（
例
）　
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
お
と

　「
季
語
」の
見
つ
け
方

　
季
節
を
表
す
季
語
は
、「
歳
時
記
」と
い

う
本
に
載
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
に
市
内
小・中
学
生
に
配

布
し
た「
こ
ど
も
俳
句
手
帳
」に
も
載
っ
て
い

ま
す
。

　
明
る
い
、楽
し
い
気
持
ち
を
表
す
季
語

や
悲
し
い
、暗
い
気
持
ち
を
表
す
季
語
な
ど

自
分
の
気
持
ち
に
あ
う
季
語
を
使
い
ま
し

ょ
う
。

　
季
語
が
実
際
の
季
節
と
ず
れ
る

　
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
季
節
と
季
語
が
ず

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
季
語
の
区
切
り
が
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

春
　
立
春（
２
月
４
日
）か
ら

夏
　
立
夏（
５
月
５
日
）か
ら

秋
　
立
秋（
８
月
７
日
）か
ら

冬
　
立
冬（
11
月
７
日
）か
ら

※

（
　
）内
の
日
付
は
今
年
の
日
付
で
す
。

　
例
え
ば
、西
瓜
は
夏
に
食
べ
ま
す
が
、８

月
上
旬
か
ら
は「
秋
」と
な
る
た
め
、西
瓜
は

秋
の
季
語
と
な
る
の
で
す
。

　
音
の
数
え
方

　
俳
句
は「
５・７・５
」の
17
音
で
で
き
て
い

ま
す
。

　
言
葉
の
文
字
数
で
は
な
く
音
で
数
え
ま

す
。

①
小
さ
な「
ゃ
・
ゅ
・
ょ
」（
拗
音
）

　・・・前
の
字
と
合
わ
せ
て
１
音

　（
例
）　恐
竜（
き
ょ・う・り
ゅ・う
）＝
４
音

②
小
さ
な「
ァ
・
ィ
・
ゥ
・
ェ
・
ォ
」

　・・・前
の
字
と
合
わ
せ
て
１
音

　（
例
）　
カ
フ
ェ
オ
レ（
カ・フ
ェ・オ・レ
）＝

　
４
音

③
小
さ
な「
っ
」（
促
音
）

　・・・そ
れ
だ
け
で
１
音

　（
例
）　
絵
日
記（
え・に・っ・き
）＝
４
音

④
音
を
伸
ば
す「
ー
」（
長
音
符
）

　
＝
１
音
に
数
え
る

　（
例
）　
オ
ル
ゴ
ー
ル（
オ・ル・ゴ・ー・ル
）

　
＝
５
音

次
の
言
葉
は
何
音
か
考
え
て
み
よ
う
。

① 

入
学

② 

オ
ッ
ト
セ
イ

③ 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

（
答
え
：
①
４
音
、②
５
音
、③
５
音
）

①
五
感（
見
る・聞
く・嗅
ぐ・味
わ
う・触

る
）を
使
っ
て
、ま
わ
り
の
も
の
を
よ
く

観
察
し
て
み
よ
う
。

　
も
し
か
す
る
と
、そ
こ
に
は
な
い
け
ど

思
い
つ
く
も
の（
ひ
ら
め
き
、想
像
）も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
観
察
し
て
見
つ
け
た
も
の
や
感
じ
た

こ
と
を
メ
モ
し
よ
う
。

③
メ
モ
し
た
言
葉
の
中
か
ら
、季
語
で
は

な
い
５
音
の
言
葉
を
見
つ
け
て
、下
五

に
し
よ
う
。

　（
例
）　
腕
時
計

④
そ
れ
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？
ど
ん

な
形
を
し
て
い
ま
す
か
？
何
色
で
す

か
？

　
よ
く
観
察
し
て
中
七
を
作
ろ
う
。

　（
例
）

　
　
皮
の
ベ
ル
ト
の
腕
時
計

⑤
上
五
に
季
語
を
つ
け
る
と
完
成
で
す
。

　（
例
）

　
　
汗
ま
み
れ
皮
の
ベ
ル
ト
の
腕
時
計

　
俳
句
を
作
る
こ
と
に
慣
れ
て
き
た
ら
、

自
由
に
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
切
れ
字
」を
使
っ
て
み
よ
う

　
切
れ
字
と
は
、名
詞
や
動
詞
の
あ
と
に
つ

け
る
助
詞
の
こ
と
で
、「
や
」「
か
な
」「
け
り
」

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
言
葉
を
使
う
と
よ
り
俳
句
ら

し
く
な
り
ま
す
。

①「
や
」

　（
例
）
閑
か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の

声
②「
か
な（
哉
）」

　（
例
）　
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
思
ひ
出
す
桜

か
な

③「
け
り
」

　（
例
）
道
の
べ
の
槿
は
馬
に
食
は
れ
け
り

※

切
れ
字
は
１
句
に
１
つ
だ
け
使
う
。

　
お
わ
り
に

　
今
回
は
簡
単
な
俳
句
の
ル
ー
ル
や
作
り

方
の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
ル
ー

ル
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
家
の
中
や
窓
の
外
な
ど
を
見
回
し
て
み

る
と
、俳
句
の
種
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、道
行
く
人
や
毎
年
同
じ
時
期
に

咲
く
花
な
ど
、自
然
や
日
常
を
よ
く
観
察

し
て
み
る
と
、今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。

自
然
の
移
ろ
い
や
、人
の
気
持
ち
を
知
ろ
う

と
す
る
こ
と
で
、日
常
が
豊
か
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
観
察
し
て
気
づ
い
た
５
音
の
言
葉
や
７

音
の
言
葉
を
集
め
て
、自
分
の
俳
句
を
自

由
に
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
広
報
い
が
５

月
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
俳
句
」を
作
ろ
う

世

界

一

短

い

文

芸

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
募
集
中
！

 

上
手
に
作
る

 

俳
句
の
ル
ー
ル

 

作
る
ポ
イ
ン
ト

簡
単
な
作
り
方

上
五

か
み
ご
な
か
し
ち
し
も
ご

中
七

下
五

中
七

上
五

む
く
げ

す
い
か

7 2020.6



《自己負担金について》
※「75歳以上」の自己負担金に該当する人は、昭和 21年４月１日以前に生まれた人です。
※次の人は自己負担金が表の金額と異なります。該当する人は予約時にお伝えいただき、検診日に受付で証明する
ものを提示してください。

① 65歳以上で一定の障がいがあり、後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人（75歳以上の自己負担金と同額）
②生活保護受給証明書をお持ちの人（無料）    

《受診の同意について》
　検診の安全性を確保し、精度を管理するため、問診票・検診結果（精密検査含む）は市が管理することに同意の上、
受診してください。

※検診日当日に伊賀市に住民登録のある人が対象です。
※同じ年度内に同じ種類の検診は受けられません。
※現在、既に気になる症状がある人は、検診を受けずに医療機関を受診してください。

対象者・注意事項など

検診名 対象者
自己負担金

検診の内容・注意事項
74歳以下 75歳以上

胃がん
20 歳以上の人

（平成 13 年４月１日
以前生まれ）

1,800 円 800円

バリウムを飲んで胃部レントゲン撮影をします。前日の
夜10 時以降は飲食しないでください。また、胃の手
術を受けた人、妊娠中の人は受診できません。
むせやすい人や飲み込みにくい人は、誤

ご

嚥
えん

事故が発生
する危険がありますので、医療機関で受診することを
おすすめします。

大腸がん
20 歳以上の人

（平成 13 年４月１日
以前生まれ）

800 円 500 円
事前に容器を郵送しますので、２日分の採便をしてお
持ちください。
※生理中の人は受診できません。

前立腺がん
50 歳以上の人

（昭和 46 年４月１日
以前生まれの人）

800 円 500 円 血液検査です。

子宮がん

20 歳以上の女性
（平成 13 年４月１日
以前生まれ）

1,400 円 500 円

子宮頸
けい

部
ぶ

細胞の採取と視診です。
※生理中の人は受診できません。
※子宮の手術を受けた人は、かかりつけ医と相談の上
お申し込みください。

20歳（平成 11年４月２日～平成 12年４月１日生まれ）の人は無料

乳がん

30 歳以上の女性
（平成３年４月１日以
前生まれ）

1,600 円 800円

乳がんの自己触診法の説明と乳房レントゲン撮影（マ
ンモグラフィ）です。乳房をプラスチックの板で挟んで
撮影します（多少の痛みを伴います）。
※妊娠中・授乳中および断乳後1年未満の人は受診で
きません。

•30 歳以上40 歳未満
（昭和 56 年４月２日～
平成３年４月１日生まれ）
•40 歳以上で妊娠中・授乳
中・断乳後１年未満の女性

1,600 円

乳がんの自己触診法の説明と乳房超音波（エコー）検
査です。
※妊娠中・授乳中・断乳後１年未満の人の場合、結果
が「経過観察」となる可能性があります。

40歳（昭和 54年４月２日～昭和 55年４月１日生まれ）の人は無料

若年者健診
20 歳以上40歳未満の人
（昭和 56 年４月１日～
平成13 年４月１日生まれ）

3,400 円

問診、身体測定（身長・体重）、尿検査、血圧測定、
血液検査、心電図、診察を行います。
※食事により血液データが変わることがありますの
で、できるだけ空腹でお越しください。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
エ
コ
ー
）

超
音
波

感染予防対策のため、次の点についてご理解、ご協力をお願いします。
○検（健）診会場では必ずマスクを着用してください。
○検診日当日、体調に不安（微熱が続く、風邪症状など）のある人は、受診はお控えください。

検（健）診のお知らせ

　６月 16日㈫から順次受付を開始します。下記の申込開始日をご確認の上、お電話ください。検診日により申込
開始日が異なります。
　受診時の混雑を避けるため、検診に関する書類を事前に送ります。

申込開始日 検診日時 検診場所 胃
がん

大腸
がん

前立腺
がん

子宮
がん

乳がん
マンモ 超音波

６月 16日㈫

７月４日㈯ 9:00 ～ 11:30 いがまち
保健福祉センター ● ● ● ● ● 　

７月５日㈰
9:00 ～ 11:30

青山保健センター
● ● ● ● ● 　

13:30 ～ 15:00 ● ● ● 　

６月 17日㈬
７月 15日㈬

9:30 ～ 11:30
ゆめぽりすセンター

● ● ● ● ●

13:30 ～ 15:00 ● ● ● 　

７月 19日㈰ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ●

６月 19日㈮
８月２日㈰ 9:00 ～ 11:30 阿山

保健福祉センター ● ● ● ● ● 　

８月 17日㈪ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● 　

６月 22日㈪

９月１日㈫ 9:00 ～ 11:30 いがまち
保健福祉センター ● ● ● ● ● 　

９月 19日㈯ 9:00 ～ 11:30 大山田
福祉センター ● ● ● ● ●

９月 20日㈰ 9:00 ～ 11:30 島ヶ原支所 ● ● ● ● ● 　

申込開始日 検診日時 検診場所 胃
がん

大腸
がん

前立腺
がん

子宮
がん

乳がん 若年者
健診

国保
特定マンモ

７月１日㈬

８月 23日㈰ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

９月 27日㈰ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

10 月１日㈭ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

集団がん検診（前期分）

８～ 12ページ掲載の検（健）診は新型コロナウイルス感染症の影響により、
中止することがあります。

※特定健康診査について、詳しくは 12ページをご覧ください。
※定員になり次第締め切ります。　※後期分は広報いが９月号に掲載予定です。

◆予約電話　☎ 22-9653　平日の午前８時 30分～午後５時 15分
　聴覚障がいなどで電話での申し込みが困難な人は、来所、ファックスなどでも受け付けます。
※受付開始日の朝は電話が集中してかかりにくい場合がありますが、しばらくしてからかけ直してください。

　次の日は若年者健診と国民健康保険特定健康診査が同時に受けられます。
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《自己負担金について》
※「75歳以上」の自己負担金に該当する人は、昭和 21年４月１日以前に生まれた人です。
※次の人は自己負担金が表の金額と異なります。該当する人は予約時にお伝えいただき、検診日に受付で証明する
ものを提示してください。

① 65歳以上で一定の障がいがあり、後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人（75歳以上の自己負担金と同額）
②生活保護受給証明書をお持ちの人（無料）    

《受診の同意について》
　検診の安全性を確保し、精度を管理するため、問診票・検診結果（精密検査含む）は市が管理することに同意の上、
受診してください。

※検診日当日に伊賀市に住民登録のある人が対象です。
※同じ年度内に同じ種類の検診は受けられません。
※現在、既に気になる症状がある人は、検診を受けずに医療機関を受診してください。

対象者・注意事項など

検診名 対象者
自己負担金

検診の内容・注意事項
74歳以下 75歳以上

胃がん
20 歳以上の人

（平成 13 年４月１日
以前生まれ）

1,800 円 800円

バリウムを飲んで胃部レントゲン撮影をします。前日の
夜10 時以降は飲食しないでください。また、胃の手
術を受けた人、妊娠中の人は受診できません。
むせやすい人や飲み込みにくい人は、誤

ご

嚥
えん

事故が発生
する危険がありますので、医療機関で受診することを
おすすめします。

大腸がん
20 歳以上の人

（平成 13 年４月１日
以前生まれ）

800 円 500 円
事前に容器を郵送しますので、２日分の採便をしてお
持ちください。
※生理中の人は受診できません。

前立腺がん
50 歳以上の人

（昭和 46 年４月１日
以前生まれの人）

800 円 500 円 血液検査です。

子宮がん

20 歳以上の女性
（平成 13 年４月１日
以前生まれ）

1,400 円 500 円

子宮頸
けい

部
ぶ

細胞の採取と視診です。
※生理中の人は受診できません。
※子宮の手術を受けた人は、かかりつけ医と相談の上
お申し込みください。

20歳（平成 11年４月２日～平成 12年４月１日生まれ）の人は無料

乳がん

30 歳以上の女性
（平成３年４月１日以
前生まれ）

1,600 円 800円

乳がんの自己触診法の説明と乳房レントゲン撮影（マ
ンモグラフィ）です。乳房をプラスチックの板で挟んで
撮影します（多少の痛みを伴います）。
※妊娠中・授乳中および断乳後1年未満の人は受診で
きません。

•30 歳以上40 歳未満
（昭和 56 年４月２日～
平成３年４月１日生まれ）

•40 歳以上で妊娠中・授乳
中・断乳後１年未満の女性

1,600 円

乳がんの自己触診法の説明と乳房超音波（エコー）検
査です。
※妊娠中・授乳中・断乳後１年未満の人の場合、結果
が「経過観察」となる可能性があります。

40歳（昭和 54年４月２日～昭和 55年４月１日生まれ）の人は無料

若年者健診
20 歳以上40歳未満の人
（昭和 56 年４月１日～
平成13 年４月１日生まれ）

3,400 円

問診、身体測定（身長・体重）、尿検査、血圧測定、
血液検査、心電図、診察を行います。
※食事により血液データが変わることがありますの
で、できるだけ空腹でお越しください。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
エ
コ
ー
）

超
音
波

感染予防対策のため、次の点についてご理解、ご協力をお願いします。
○検（健）診会場では必ずマスクを着用してください。
○検診日当日、体調に不安（微熱が続く、風邪症状など）のある人は、受診はお控えください。

検（健）診のお知らせ

　６月 16日㈫から順次受付を開始します。下記の申込開始日をご確認の上、お電話ください。検診日により申込
開始日が異なります。
　受診時の混雑を避けるため、検診に関する書類を事前に送ります。

申込開始日 検診日時 検診場所 胃
がん

大腸
がん

前立腺
がん

子宮
がん

乳がん
マンモ 超音波

６月 16日㈫

７月４日㈯ 9:00 ～ 11:30 いがまち
保健福祉センター ● ● ● ● ● 　

７月５日㈰
9:00 ～ 11:30

青山保健センター
● ● ● ● ● 　

13:30 ～ 15:00 ● ● ● 　

６月 17日㈬
７月 15日㈬

9:30 ～ 11:30
ゆめぽりすセンター

● ● ● ● ●

13:30 ～ 15:00 ● ● ● 　

７月 19日㈰ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ●

６月 19日㈮
８月２日㈰ 9:00 ～ 11:30 阿山

保健福祉センター ● ● ● ● ● 　

８月 17日㈪ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● 　

６月 22日㈪

９月１日㈫ 9:00 ～ 11:30 いがまち
保健福祉センター ● ● ● ● ● 　

９月 19日㈯ 9:00 ～ 11:30 大山田
福祉センター ● ● ● ● ●

９月 20日㈰ 9:00 ～ 11:30 島ヶ原支所 ● ● ● ● ● 　

申込開始日 検診日時 検診場所 胃
がん

大腸
がん

前立腺
がん

子宮
がん

乳がん 若年者
健診

国保
特定マンモ

７月１日㈬

８月 23日㈰ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

９月 27日㈰ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

10 月１日㈭ 9:30 ～ 11:30 ゆめぽりすセンター ● ● ● ● ● ● ●

集団がん検診（前期分）

８～ 12ページ掲載の検（健）診は新型コロナウイルス感染症の影響により、
中止することがあります。

※特定健康診査について、詳しくは 10ページをご覧ください。
※定員になり次第締め切ります。　※後期分は広報いが９月号に掲載予定です。

◆予約電話　☎ 22-9653　平日の午前８時 30分～午後５時 15分
　聴覚障がいなどで電話での申し込みが困難な人は、来所、ファックスなどでも受け付けます。
※受付開始日の朝は電話が集中してかかりにくい場合がありますが、しばらくしてからかけ直してください。

　次の日は若年者健診と国民健康保険特定健康診査が同時に受けられます。
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※今年度から申し込みが必要です。詳しくは広報紙と同時配布のチラシ（オレンジ色）をご覧ください。

　女性特有のがん検診受診のきっかけとして、子宮頸がん検診・乳がん検診の「無料受診券」（ハガキ）を対象者
にお送りします。（６月上旬発送）
※検診はすべて予約が必要です。
※検診の際は「無料受診券」と「健康保険証」を必ず持参してください。

　集団 (検診バス）での検診以外に、医療機関でも各種がん検診が受けられます。
注意事項などをご確認の上、左ページの検診実施医療機関へ事前に電話で予約をしてください。
※検診日当日に伊賀市に住民登録がある人が対象です。
※胃がん検診の胃カメラ検査は実施しません。

項　　目 胃がん 大腸がん 前立腺がん
子宮がん

乳がん
子宮頸部

子宮
頸部体部

内　　容 バリウム検査 便潜血検査 (検便） 血液検査 視診、内診、細胞診 マンモグラフィ

対 象 者
40 歳以上の人

（昭和 56 年４月１日
以前生まれの人）

40歳以上の人
（昭和 56 年４月１日
以前生まれの人） 

50 歳以上の男性
（昭和 46 年４月１日
以前生まれの人）

20歳以上の女性
（平成13 年４月１日
以前生まれの人）
※体部は医師が必要
と認めた人

40歳以上の女性
（昭和 56 年４月１日
以前生まれの人）

74 歳
以下 3,800 円 1,200 円 1,000 円 1,600 円 2,400 円 2,500 円

75 歳
以上 2,000 円 800円 600円 700円 1,200 円 1,200 円

※生活保護受給証明書持参の人は無料です。

注意事項 集団がん検診の注意事項と同様です。詳しくは実施医療機関へご確認ください。

期　　間 ７月１日㈬～令和３年２月 28日㈰ ( 診療時間内）

○新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、実施場所などを大幅に変更しています。
○申し込みをした人に検診に関する書類を事前に送ります。

【内　容】　検診車による胸部レントゲン検査
【対象者】　肺がん検診：40歳以上の人（昭和 56年４月１日以前生まれの人）
　　　　　結核健診：　65歳以上の人（昭和 31年４月１日以前生まれの人）
●職場健診や人間ドック、医療機関などで胸部レントゲン検査をした人は受診不要です。

子宮頸がん検診（女性のみ） 乳がん検診（女性のみ）

対象者 令和２年４月１日時点で 20歳の人
（平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれ）

令和２年４月１日時点で 40歳の人
（昭和 54 年４月２日～昭和 55 年４月１日生まれ）

検診内容 問診・子宮頸部の細胞診・内診 問診・マンモグラフィ撮影・自己触診の指導

自
己
負
担
金

 医療機関で受けるがん検診（個別がん検診）

肺がん検診・結核健診

「無料受診券」を使ってがん検診を受けましょう！

医療機関名 電話番号 胃 大腸 前立腺 子宮 乳
あきやま腎泌尿器科 ☎ 44-6516 ○
アクアクリニック伊賀 ☎ 21-6500 ○ ○ ○
浅野整形外科内科 ☎ 36-2550 ○ ○ ○
あずまクリニック ☎ 26-0333 ○ ○
あずま診療所 ☎ 46-9977 ○ ○
阿波診療所 ☎ 48-0004 ○ ○
上野総合市民病院
（伊賀市健診センター） ☎ 24-1186 ○

８～２月 ○ ○ ○ ○

伊藤医院 ☎ 24-4700 ○ ○
馬岡医院 ☎ 21-3005 ○ ○
大西医院 ☎ 21-0219 ○ ○ ○
おおのクリニック ☎ 22-1220 　 ○ ○
岡波総合病院
（岡波健康管理センター） ☎ 24-2555 ○ ○ ○ ○ ○

亀田クリニック ☎ 26-0666 ○ ○
河合診療所 ☎ 43-1511 ○ ○
川原田内科 ☎ 52-0500 ○ ○
紀平医院 ☎ 45-5470 ○ ○
黒田クリニック ☎ 52-2099 ○ ○
佐々木内科 ☎ 21-3100 ○ ○
佐那具医院 ☎ 23-3330 ○ ○ ○
嶋地医院 ☎ 37-0114 ○
しみずハートクリニック ☎ 21-4528 ○ ○
城医院 ☎ 52-0017  ○ ○
滝井医院 ☎ 23-1111 ○ ○ ○
竹沢医院 ☎ 59-2019 ○ ○
竹沢内科歯科医院 ☎ 23-5553 ○ ○
竹代クリニック ☎ 22-2300 ○ ○ ○
中産婦人科　緑ヶ丘クリニック ☎ 21-5678 ○
梨ノ木診療所 ☎ 26-5533 ○ ○
広瀬医院 ☎ 21-1383  ○ ○
まちしクリニック ☎ 45-7788 ○ ○ ○
松本胃腸内科 ☎ 26-3750 ○ ○
宮本医院 ☎ 21-4719 ○ ○
森田クリニック ☎ 22-2233 ○ ○
森川病院 ☎ 21-2425 ○ ○
ゆめが丘クリニック ☎ 26-0100 ○ ○ ○
吉村クリニック ☎ 22-2121 ○ ○ ○

個別がん検診　実施医療機関
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※今年度から申し込みが必要です。詳しくは広報紙と同時配布のチラシ（オレンジ色）をご覧ください。

　女性特有のがん検診受診のきっかけとして、子宮頸がん検診・乳がん検診の「無料受診券」（ハガキ）を対象者
にお送りします。（６月上旬発送）
※検診はすべて予約が必要です。
※検診の際は「無料受診券」と「健康保険証」を必ず持参してください。

　集団 (検診バス）での検診以外に、医療機関でも各種がん検診が受けられます。
注意事項などをご確認の上、左ページの検診実施医療機関へ事前に電話で予約をしてください。
※検診日当日に伊賀市に住民登録がある人が対象です。
※胃がん検診の胃カメラ検査は実施しません。

項　　目 胃がん 大腸がん 前立腺がん
子宮がん

乳がん
子宮頸部

子宮
頸部体部

内　　容 バリウム検査 便潜血検査 (検便） 血液検査 視診、内診、細胞診 マンモグラフィ

対 象 者
40 歳以上の人

（昭和 56 年４月１日
以前生まれの人）

40歳以上の人
（昭和 56 年４月１日
以前生まれの人） 

50 歳以上の男性
（昭和 46 年４月１日
以前生まれの人）

20歳以上の女性
（平成13 年４月１日
以前生まれの人）
※体部は医師が必要
と認めた人

40歳以上の女性
（昭和 56 年４月１日
以前生まれの人）

74 歳
以下 3,800 円 1,200 円 1,000 円 1,600 円 2,400 円 2,500 円

75 歳
以上 2,000 円 800円 600円 700円 1,200 円 1,200 円

※生活保護受給証明書持参の人は無料です。

注意事項 集団がん検診の注意事項と同様です。詳しくは実施医療機関へご確認ください。

期　　間 ７月１日㈬～令和３年２月 28日㈰ ( 診療時間内）

○新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、実施場所などを大幅に変更しています。
○申し込みをした人に検診に関する書類を事前に送ります。

【内　容】　検診車による胸部レントゲン検査
【対象者】　肺がん検診：40歳以上の人（昭和 56年４月１日以前生まれの人）
　　　　　結核健診：　65歳以上の人（昭和 31年４月１日以前生まれの人）
●職場健診や人間ドック、医療機関などで胸部レントゲン検査をした人は受診不要です。

子宮頸がん検診（女性のみ） 乳がん検診（女性のみ）

対象者 令和２年４月１日時点で 20歳の人
（平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれ）

令和２年４月１日時点で 40歳の人
（昭和 54 年４月２日～昭和 55 年４月１日生まれ）

検診内容 問診・子宮頸部の細胞診・内診 問診・マンモグラフィ撮影・自己触診の指導

自
己
負
担
金

 医療機関で受けるがん検診（個別がん検診）

肺がん検診・結核健診

「無料受診券」を使ってがん検診を受けましょう！

医療機関名 電話番号 胃 大腸 前立腺 子宮 乳
あきやま腎泌尿器科 ☎ 44-6516 ○
アクアクリニック伊賀 ☎ 21-6500 ○ ○ ○
浅野整形外科内科 ☎ 36-2550 ○ ○ ○
あずまクリニック ☎ 26-0333 ○ ○
あずま診療所 ☎ 46-9977 ○ ○
阿波診療所 ☎ 48-0004 ○ ○
上野総合市民病院
（伊賀市健診センター） ☎ 24-1186 ○

８～２月 ○ ○ ○ ○

伊藤医院 ☎ 24-4700 ○ ○
馬岡医院 ☎ 21-3005 ○ ○
大西医院 ☎ 21-0219 ○ ○ ○
おおのクリニック ☎ 22-1220 　 ○ ○
岡波総合病院
（岡波健康管理センター） ☎ 24-2555 ○ ○ ○ ○ ○

亀田クリニック ☎ 26-0666 ○ ○
河合診療所 ☎ 43-1511 ○ ○
川原田内科 ☎ 52-0500 ○ ○
紀平医院 ☎ 45-5470 ○ ○
黒田クリニック ☎ 52-2099 ○ ○
佐々木内科 ☎ 21-3100 ○ ○
佐那具医院 ☎ 23-3330 ○ ○ ○
嶋地医院 ☎ 37-0114 ○
しみずハートクリニック ☎ 21-4528 ○ ○
城医院 ☎ 52-0017  ○ ○
滝井医院 ☎ 23-1111 ○ ○ ○
竹沢医院 ☎ 59-2019 ○ ○
竹沢内科歯科医院 ☎ 23-5553 ○ ○
竹代クリニック ☎ 22-2300 ○ ○ ○
中産婦人科　緑ヶ丘クリニック ☎ 21-5678 ○
梨ノ木診療所 ☎ 26-5533 ○ ○
広瀬医院 ☎ 21-1383  ○ ○
まちしクリニック ☎ 45-7788 ○ ○ ○
松本胃腸内科 ☎ 26-3750 ○ ○
宮本医院 ☎ 21-4719 ○ ○
森田クリニック ☎ 22-2233 ○ ○
森川病院 ☎ 21-2425 ○ ○
ゆめが丘クリニック ☎ 26-0100 ○ ○ ○
吉村クリニック ☎ 22-2121 ○ ○ ○

個別がん検診　実施医療機関
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よ
り
安
心
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
に 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
ま
し
た

　
近
年
、
日
本
各
地
で
大
き
な
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
た
時
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
助
の
意
識
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
高
齢
者
な
ど
、
ひ
と
り
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
も
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
災
害
で
の
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
に
「
避
難
行
動
要
支
援
者
避

難
支
援
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
個
人
情
報
の
提
供
に
同
意
し
た
場
合
、
こ
の
名
簿
の
情
報
を
住
民
自
治
協
議
会
や
自

主
防
災
組
織
な
ど
の
避
難
支
援
等
関
係
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
頃
か
ら
の
見
守
り

や
、
安
否
確
認
用
名
簿
の
作
成
な
ど
の
参
考
と
し
、
各
地
域
の
自
主
防
災
活
動
に
役
立

て
ま
す
。

【
情
報
の
提
供
先（
避
難
支
援
等
関
係
者
）】

　

住
民
自
治
協
議
会
、
自
主
防
災
組
織
、

自
治
会
（
区
）、
消
防
団
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
警
察
、

教
育
委
員
会

【
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
対
象
者
】

　
対
象
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満

た
す
人
で
す
。

○
要
介
護
認
定
３
〜
５
を
受
け
て
い
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
（
総
合
等

級
）
の
第
１
種
を
お
持
ち
の
人

　
（
心
臓
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
み
で
該

当
す
る
人
は
除
く
。）

○
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
人

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１・
２
級

を
お
持
ち
の
人

※
介
護
施
設
・
障
が
い
者
施
設
な
ど
に
入

所
な
ど
を
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

※
対
象
者
以
外
で
避
難
支
援
等
関
係
者
が

支
援
の
必
要
を
認
め
た
人
も
名
簿
に
登

録
で
き
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
介
護
高
齢

福
祉
課
ま
た
は
障
が
い
福
祉
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
対
象

者
に
は
、
６
月
中
に
「
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
同
意
書
」
を
発
送
し
ま
す
。
避

難
支
援
等
関
係
者
へ
の
名
簿
情
報
の
提
供

に
「
同
意
し
ま
す
」
ま
た
は
「
同
意
し
ま

せ
ん
」
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
に
同
意
し
た
人
の
名
簿
の
み
避

難
支
援
等
関
係
者
へ
提
供
し
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
発
生
時
な
ど
に
は
災
害
対

策
基
本
法
の
規
定
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
命

を
守
る
た
め
名
簿
情
報
を
避
難
支
援
等
関

係
者
に
提
供
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
支
援
は
避
難
支
援
等
関
係
者
の
任
意
の

協
力
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
地
域
内
で
円

滑
な
支
援
を
行
う
た
め
に
、
同
意
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】
○
介
護
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
26
・
３
９
３
９　
℻  
26
・
３
９
５
０　

kaigo@
city.iga.lg.jp

　
　
　
　
　
　

○
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
26・
９
６
５
６　
℻  
22・
９
６
６
２　

shougai@
city.iga.lg.jp

避難支援の流れ

避難行動要支援者

•同意名簿提供の申出
•安否確認結果、避難
　状況などの情報提供

•名簿の提供

•登録申請書や
　同意書の提出

伊賀市

•見守り
•安否確認
•避難支援

住民自治協議会
自主防災組織
自治会　消防団
民生委員・児童委員
社会福祉協議会
警察　教育委員会

避難支援等関係者

名
簿
の
登
録
対
象
者
に

同
意
書
を
発
送
し
ま
す

【問い合わせ】
○がん検診・若年者健診について
　健康推進課　☎ 22-9653　℻   22-9666
　　　　　　　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp
○特定健康診査について
　保険年金課　☎ 22-9659　℻   26-0151
　　　　　　　 hoken@city.iga.lg.jp
○後期高齢者健康診査について
　三重県後期高齢者医療広域連合　☎ 059-221-6884

　国民健康保険制度と後期高齢者医療制度に加入している人は、健診を受けてください。
　対象者には６月下旬から順次、受診券・質問票などを送付します。希望の場合、がん検
診も同時に受診できます。
　日程や申込方法など、詳しくは８～ 11ページをご覧ください。
※伊賀市国民健康保険以外の人は加入先の健康保険組合へお問い合わせください。
※指定医療機関以外で健診・ドックを受けた人や仕事先で健診を受けた人は健診結果と質
問票の提出にご協力をお願いします。

国民健康保険特定健康診査 後期高齢者健康診査

対象者

40～74 歳（昭和 20 年９月１日～昭和 56
年３月 31日生まれ）の伊賀市国民健康保険
加入者
※９月１日以降に 75歳になる人（後期高齢
者医療制度に加入する人）は、誕生日の前
日までに、国民健康保険特定健康診査を受
けてください。

75歳以上の後期高齢者医療制度加入者で８
月 31日までに被保険者となる人
※ 65歳以上で一定の障がいがあり認定を受
けている人を含みます。

※５月～８月に 75歳になる人には、８月下
旬以降に順次受診券を送付します。

健診内容

問診・身体計測（身長・体重・腹囲測定）・血圧測定・尿検査・血液検査（脂質・腎機能・肝機能・
糖代謝・尿酸代謝）・貧血検査（赤血球数・血色素量・ヘマトクリット値）・心電図検査
※後期高齢者健康診査では、腹囲測定はありません。

眼底検査は医師が必要と認めた場合に検査できます。

実施期間 ７月１日㈬～ 11月 30日㈪（休診日を除く）

実施場所

市内指定医療機関または県内受託医療機関
※８月 23日、９月 27日、10月１日・11日、
11月７日・８日に集団健診を予定してい
ます。詳しくは受診券に同封のチラシをご
覧ください。

県内受託医療機関

自己負担金 ０円 住民税課税世帯の人
500円

住民税非課税世帯の人
200円

持ち物 受診券・受診前チェックリスト（国民健康保険特定健診のみ）・健康保険証・質問票

特定健康診査
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•安否確認
•避難支援

住民自治協議会
自主防災組織
自治会　消防団

民生委員・児童委員
社会福祉協議会
警察　教育委員会

避難支援等関係者

名
簿
の
登
録
対
象
者
に

同
意
書
を
発
送
し
ま
す

【問い合わせ】
○がん検診・若年者健診について
　健康推進課　☎ 22-9653　℻   22-9666
　　　　　　　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp
○特定健康診査について
　保険年金課　☎ 22-9659　℻   26-0151
　　　　　　　 hoken@city.iga.lg.jp
○後期高齢者健康診査について
　三重県後期高齢者医療広域連合　☎ 059-221-6884

　国民健康保険制度と後期高齢者医療制度に加入している人は、健診を受けてください。
　対象者には６月下旬から順次、受診券・質問票などを送付します。希望の場合、がん検
診も同時に受診できます。
　日程や申込方法など、詳しくは８～ 11ページをご覧ください。
※伊賀市国民健康保険以外の人は加入先の健康保険組合へお問い合わせください。
※指定医療機関以外で健診・ドックを受けた人や仕事先で健診を受けた人は健診結果と質
問票の提出にご協力をお願いします。

国民健康保険特定健康診査 後期高齢者健康診査

対象者

40～74 歳（昭和 20 年９月１日～昭和 56
年３月 31日生まれ）の伊賀市国民健康保険
加入者
※９月１日以降に 75歳になる人（後期高齢
者医療制度に加入する人）は、誕生日の前
日までに、国民健康保険特定健康診査を受
けてください。

75歳以上の後期高齢者医療制度加入者で８
月 31日までに被保険者となる人
※ 65歳以上で一定の障がいがあり認定を受
けている人を含みます。

※５月～８月に 75歳になる人には、８月下
旬以降に順次受診券を送付します。

健診内容

問診・身体計測（身長・体重・腹囲測定）・血圧測定・尿検査・血液検査（脂質・腎機能・肝機能・
糖代謝・尿酸代謝）・貧血検査（赤血球数・血色素量・ヘマトクリット値）・心電図検査
※後期高齢者健康診査では、腹囲測定はありません。

眼底検査は医師が必要と認めた場合に検査できます。

実施期間 ７月１日㈬～ 11月 30日㈪（休診日を除く）

実施場所

市内指定医療機関または県内受託医療機関
※８月 23日、９月 27日、10月１日・11日、
11月７日・８日に集団健診を予定してい
ます。詳しくは受診券に同封のチラシをご
覧ください。

県内受託医療機関

自己負担金 ０円 住民税課税世帯の人
500円

住民税非課税世帯の人
200円

持ち物 受診券・受診前チェックリスト（国民健康保険特定健診のみ）・健康保険証・質問票

特定健康診査
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【
問
い
合
わ
せ
】
○
介
護
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22・
９
６
３
４　
℻  
26・
３
９
５
０　

kaigo@
city.iga.lg.jp

　
　
　
　
　
　
　
○
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22・
９
６
５
７　
℻  
22・
９
６
６
２　

shougai@
city.iga.lg.jp

在
宅
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
内　
容
】

　
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
寝
具
の
洗
濯

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
前
年
分
所
得
税
の
非
課

税
世
帯
の
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

○
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

○
心
身
の
障
が
い
や
傷
病
な
ど
に
よ
り
寝

た
き
り
に
な
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の
み

の
人
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

○
重
度
の
身
体
障
が
い
の
た
め
寝
た
き
り

の
人
で
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
人

【
利
用
限
度
】

　

掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
（
各
１
枚
）

の
洗
濯
、
乾
燥
、
消
毒
で
１
年
に
２
回
以

内
（
９
月
と
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

【
申
込
方
法
】

　

介
護
高
齢
福
祉
課
、
障
が
い
福
祉
課
、

各
支
所
住
民
福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

【
内　
容
】

　
外
出
の
援
助
（
散
歩
の
付
き
添
い
）、
食

材
の
購
入
、
生
活
経
路
の
草
刈
り
な
ど
軽

易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
軽
度
な
援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

○
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

○
65
歳
以
上
の
み
の
人
で
構
成
さ
れ
た
世

帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

【
利
用
限
度
】

　
月
４
回
ま
で
（
た
だ
し
、
生
活
経
路
の

草
刈
り
は
年
２
回
ま
で
）

【
料　
金
】

　
１
時
間
３
０
０
円

　
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

【
申
込
方
法
】

　
介
護
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
住
民

福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
水
道
週
間
」
で
す

　
新
し
く
水
道
を
引
く
場
合
や
家
庭
内
の

水
道
工
事
を
す
る
場
合
は
、「
上
下
水
道

部
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
工
事
事
業
者
に
つ
い
て
は
水
道
工
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
く
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
水
道
メ
ー

タ
ー
が
回
っ
て
い
た
ら
、
宅
地
内
の
ど
こ

か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
漏
水
は
大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
家
庭
の
水
道
料
金
負
担
を

大
き
く
し
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
間
で

水
漏
れ
し
て
い
た
ら
、
ま
ず
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止
水
栓
（
元
栓
）
を

閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　

修
理
の
ご
相
談
は
、「
上
下
水
道
部
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
道
路
や
、
道
路
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま

で
の
間
で
水
漏
れ
を
見
つ
け
た
場
合
は

水
道
工
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
計
量
法
に
基
づ
き
、
設
置
後
７
年
を
経

過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
家
庭
に
は
、
時
期
な
ど
を
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
た
あ
と
、「
上
下
水

道
部
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
が
訪

問
し
、水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
水
道
の
給
水
申
し
込
み
・
漏
水
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
な
ど

　
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課　
☎
24
・
０
０
０
２　
℻  
24
・
０
０
０
６

○
検
針
・
開
閉
栓
・
料
金
な
ど

　
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー　
☎
24
・
０
０
１
３　
℻  
24
・
０
０
０
７

〜
令
和
２
年
度
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
〜

『
飲
み
水
を　
未
来
に
つ
な
ご
う

　
ぼ
く
た
ち
で
』

　
水
道
は
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
水
道
を
は
じ
め
電
気
や
ガ

ス
な
ど
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
、

皆
さ
ん
の
生
活
を
24
時
間
休
む
こ
と
な

く
支
え
て
い
ま
す
。

水
道
工
事
の
申
込
方
法

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
の
お
知
ら
せ

も
し
水
漏
れ
を
発
見
し
た
ら

高
齢
者
等

寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
事
業

軽
度
生
活
援
助
事
業

トピックス

トピックス

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
国
体
推
進
課
内
）

　
☎
43
・
９
１
０
０　
℻  
43
・
９
１
０
２　

kokutai@
city.iga.lg.jp

三
重
と
こ
わ
か
国
体
「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
写
真
」
募
集

　

来
年
開
催
さ
れ
る
「
三
重
と
こ
わ
か
国

体
」
を
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
実
行

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
「
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
写
真
」
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
選
手
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
た
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
応
援
で
、
三
重
と
こ
わ
か

国
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

※
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可

【
募
集
内
容
】

　
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
た
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
持
っ
た

写
真
（
１
グ
ル
ー
プ
１
枚
ま
で
）

※
写
真
撮
影
時
の
注
意
点

○
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
字
が
わ
か
る
よ

う
に
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
く
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
３
程
度
。

○
画
素
数
（
ピ
ク
セ
ル
）
は
８
０
０
×

６
０
０
以
上
。

○
イ
メ
ー
ジ
画
像
を
参
考
に
撮
影
し
て
く

だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
掲

載
時
に
紹
介
す
る
氏
名（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
名
を
メ
ー
ル
本
文
に
記

載
し
、
写
真
を
添
付
し
て
応
募
先
ま
で
。

【
募
集
数
】　
先
着
50
枚

　
募
集
数
に
達
し
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】 

○
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
と
し
て
、
国
体

特
製
ス
テ
ッ
カ
ー
を
進
呈
し
ま
す
。

○
応
募
に
あ
た
っ
て
収
集
し
た
個
人
情
報

は
、
国
体
の
広
報
事
業
に
関
わ
る
こ
と

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀

市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
「
市
民
活
動
に
は
ど
う
し
た
ら
参
加
で

き
る
の
」「
地
域
で
仲
間
を
見
つ
け
た
い

け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
」
な
ど
、
市

民
活
動
に
興
味
は
あ
る
け
ど
、
何
か
ら
始

め
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
、

活
動
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
、

基
本
的
な
知
識
を
学
べ
る
講
座
を
随
時
開

講
し
て
い
ま
す
。

【
と　
き
】　

　
月
〜
金
曜
日　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
30
分
ま
で
の
間
の
約
１
時
間

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
休
館
し
て
い
る
期
間
を
除
き

ま
す
。

【
と
こ
ろ
】

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
交
流
ス
ペ
ー
ス

【
定　
員
】

　
１
講
座
あ
た
り
５
人
程
度

【
申
込
方
法
】

　
氏
名
・
電
話
番
号
・
受
講
希
望
日
時
を

左
記
ま
で
。

　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る

人
で
構
成
す
る
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
、

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
手
続
を

す
れ
ば
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
情
報
発
信
で
き
ま
す

　
市
民
活
動
団
体
が
発
行
し
た
チ
ラ
シ
や

情
報
紙
を
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し

ま
す
。
ま
た
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
共
施
設
に
も
設
置
し
ま
す
。

②
印
刷
機
が
使
え
ま
す

　
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
印
刷
機
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ほ
か
に
、
垂
れ
幕
や
横

断
幕
を
作
成
で
き
る
大
判
印
刷
機
や
紙
折

り
機
も
あ
り
ま
す
。

【
料
金
（
１
枚
に
つ
き
）】

　
白
黒
片
面
／
１
円

　
カ
ラ
ー
片
面
／
10
円

　
用
紙
代
Ａ
４
／
１
円

　
　
　
　
Ａ
３
・
Ｂ
４
／
２
円

　
（
用
紙
持
ち
込
み
可
）

※
大
判
印
刷
機
の
印
刷
料
金
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
交
流
ス
ペ
ー
ス
・
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
・

ロ
ッ
カ
ー
を
使
用
で
き
ま
す
。（
無
料
）

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
22
・
１
５
１
１　
℻  
22
・
０
３
１
７　

igasksc@
ict.ne.jp

は
じ
め
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
講
座

市
民
活
動
団
体
を
支
援
し
ま
す

応援メッセージ写真イメージ

トピックス

トピックス
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【
問
い
合
わ
せ
】
○
介
護
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22・
９
６
３
４　
℻  
26・
３
９
５
０　

kaigo@
city.iga.lg.jp

　
　
　
　
　
　
　
○
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22・
９
６
５
７　
℻  
22・
９
６
６
２　

shougai@
city.iga.lg.jp

在
宅
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
内　
容
】

　
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
寝
具
の
洗
濯

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
前
年
分
所
得
税
の
非
課

税
世
帯
の
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

○
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

○
心
身
の
障
が
い
や
傷
病
な
ど
に
よ
り
寝

た
き
り
に
な
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の
み

の
人
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

○
重
度
の
身
体
障
が
い
の
た
め
寝
た
き
り

の
人
で
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
人

【
利
用
限
度
】

　

掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
（
各
１
枚
）

の
洗
濯
、
乾
燥
、
消
毒
で
１
年
に
２
回
以

内
（
９
月
と
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

【
申
込
方
法
】

　

介
護
高
齢
福
祉
課
、
障
が
い
福
祉
課
、

各
支
所
住
民
福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

【
内　
容
】

　
外
出
の
援
助
（
散
歩
の
付
き
添
い
）、
食

材
の
購
入
、
生
活
経
路
の
草
刈
り
な
ど
軽

易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
軽
度
な
援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

○
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

○
65
歳
以
上
の
み
の
人
で
構
成
さ
れ
た
世

帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

【
利
用
限
度
】

　
月
４
回
ま
で
（
た
だ
し
、
生
活
経
路
の

草
刈
り
は
年
２
回
ま
で
）

【
料　
金
】

　
１
時
間
３
０
０
円

　
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

【
申
込
方
法
】

　
介
護
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
住
民

福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
水
道
週
間
」
で
す

　
新
し
く
水
道
を
引
く
場
合
や
家
庭
内
の

水
道
工
事
を
す
る
場
合
は
、「
上
下
水
道

部
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
工
事
事
業
者
に
つ
い
て
は
水
道
工
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
く
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
水
道
メ
ー

タ
ー
が
回
っ
て
い
た
ら
、
宅
地
内
の
ど
こ

か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
漏
水
は
大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
家
庭
の
水
道
料
金
負
担
を

大
き
く
し
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
間
で

水
漏
れ
し
て
い
た
ら
、
ま
ず
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止
水
栓
（
元
栓
）
を

閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　

修
理
の
ご
相
談
は
、「
上
下
水
道
部
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
道
路
や
、
道
路
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま

で
の
間
で
水
漏
れ
を
見
つ
け
た
場
合
は

水
道
工
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
計
量
法
に
基
づ
き
、
設
置
後
７
年
を
経

過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
家
庭
に
は
、
時
期
な
ど
を
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
た
あ
と
、「
上
下
水

道
部
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
が
訪

問
し
、水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
水
道
の
給
水
申
し
込
み
・
漏
水
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
な
ど

　
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課　
☎
24
・
０
０
０
２　
℻  
24
・
０
０
０
６

○
検
針
・
開
閉
栓
・
料
金
な
ど

　
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー　
☎
24
・
０
０
１
３　
℻  
24
・
０
０
０
７

〜
令
和
２
年
度
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
〜

『
飲
み
水
を　
未
来
に
つ
な
ご
う

　
ぼ
く
た
ち
で
』

　
水
道
は
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
水
道
を
は
じ
め
電
気
や
ガ

ス
な
ど
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
、

皆
さ
ん
の
生
活
を
24
時
間
休
む
こ
と
な

く
支
え
て
い
ま
す
。

水
道
工
事
の
申
込
方
法

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
の
お
知
ら
せ

も
し
水
漏
れ
を
発
見
し
た
ら

高
齢
者
等

寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
事
業

軽
度
生
活
援
助
事
業

トピックス

トピックス

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
国
体
推
進
課
内
）

　
☎
43
・
９
１
０
０　
℻  
43
・
９
１
０
２　

kokutai@
city.iga.lg.jp

三
重
と
こ
わ
か
国
体
「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
写
真
」
募
集

　

来
年
開
催
さ
れ
る
「
三
重
と
こ
わ
か
国

体
」
を
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
実
行

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
「
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
写
真
」
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
選
手
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
た
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
応
援
で
、
三
重
と
こ
わ
か

国
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

※
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可

【
募
集
内
容
】

　
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
た
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
持
っ
た

写
真
（
１
グ
ル
ー
プ
１
枚
ま
で
）

※
写
真
撮
影
時
の
注
意
点

○
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
字
が
わ
か
る
よ

う
に
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
く
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
３
程
度
。

○
画
素
数
（
ピ
ク
セ
ル
）
は
８
０
０
×

６
０
０
以
上
。

○
イ
メ
ー
ジ
画
像
を
参
考
に
撮
影
し
て
く

だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
掲

載
時
に
紹
介
す
る
氏
名（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
名
を
メ
ー
ル
本
文
に
記

載
し
、
写
真
を
添
付
し
て
応
募
先
ま
で
。

【
募
集
数
】　
先
着
50
枚

　
募
集
数
に
達
し
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】 

○
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
と
し
て
、
国
体

特
製
ス
テ
ッ
カ
ー
を
進
呈
し
ま
す
。

○
応
募
に
あ
た
っ
て
収
集
し
た
個
人
情
報

は
、
国
体
の
広
報
事
業
に
関
わ
る
こ
と

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀

市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
「
市
民
活
動
に
は
ど
う
し
た
ら
参
加
で

き
る
の
」「
地
域
で
仲
間
を
見
つ
け
た
い

け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
」
な
ど
、
市

民
活
動
に
興
味
は
あ
る
け
ど
、
何
か
ら
始

め
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
、

活
動
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
、

基
本
的
な
知
識
を
学
べ
る
講
座
を
随
時
開

講
し
て
い
ま
す
。

【
と　
き
】　

　
月
〜
金
曜
日　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
30
分
ま
で
の
間
の
約
１
時
間

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
休
館
し
て
い
る
期
間
を
除
き

ま
す
。

【
と
こ
ろ
】

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
交
流
ス
ペ
ー
ス

【
定　
員
】

　
１
講
座
あ
た
り
５
人
程
度

【
申
込
方
法
】

　
氏
名
・
電
話
番
号
・
受
講
希
望
日
時
を

左
記
ま
で
。

　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る

人
で
構
成
す
る
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
、

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
手
続
を

す
れ
ば
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
情
報
発
信
で
き
ま
す

　
市
民
活
動
団
体
が
発
行
し
た
チ
ラ
シ
や

情
報
紙
を
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し

ま
す
。
ま
た
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
共
施
設
に
も
設
置
し
ま
す
。

②
印
刷
機
が
使
え
ま
す

　
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
印
刷
機
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ほ
か
に
、
垂
れ
幕
や
横

断
幕
を
作
成
で
き
る
大
判
印
刷
機
や
紙
折

り
機
も
あ
り
ま
す
。

【
料
金
（
１
枚
に
つ
き
）】

　
白
黒
片
面
／
１
円

　
カ
ラ
ー
片
面
／
10
円

　
用
紙
代
Ａ
４
／
１
円

　
　
　
　
Ａ
３
・
Ｂ
４
／
２
円

　
（
用
紙
持
ち
込
み
可
）

※
大
判
印
刷
機
の
印
刷
料
金
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
交
流
ス
ペ
ー
ス
・
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
・

ロ
ッ
カ
ー
を
使
用
で
き
ま
す
。（
無
料
）

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
22
・
１
５
１
１　
℻  
22
・
０
３
１
７　

igasksc@
ict.ne.jp

は
じ
め
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
講
座

市
民
活
動
団
体
を
支
援
し
ま
す

応援メッセージ写真イメージ
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【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

成
人
式
を
自
分
た
ち
で
作
り
ま
せ
ん
か

　
一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
の

手
で
作
り
ま
せ
ん
か
。
グ
ル
ー
プ
で
の
応

募
も
可
能
で
す
。

　
学
校
区
ご
と
の
実
行
委
員
会
で
、
月
１

回
程
度
の
会
議
（
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
日
程

調
整
の
う
え
決
定
）
を
行
い
、
成
人
式
の

企
画
構
成
、
準
備
、
成
人
式
当
日
の
運
営

協
力
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
な
ど
で

成
人
を
迎
え
る
人
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
勧
め

て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
令
和
３
年
に
成
人
式
を
迎
え
る
人
（
平

成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
）
で
、
崇
広
中
学
校
区
、
緑

ケ
丘
中
学
校
区
、
上
野
南
中
学
校
区
、
城

東
中
学
校
区
、
柘
植
・
霊
峰
中
学
校
区
、

阿
山
中
学
校
区
、
島
ヶ
原
中
学
校
区
、
大

山
田
中
学
校
区
、
青
山
中
学
校
区
の
９
カ

所
の
う
ち
、
卒
業
し
た
学
校
区
も
し
く
は

現
住
所
地
の
学
校
区
の
実
行
委
員
会
に
参

加
で
き
る
人

【
活
動
期
間
】

　
８
月
頃
〜
令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

【
定　
員
】　
各
校
区
に
３
〜
５
人

【
申
込
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

希
望
の
中
学
校
区
を
申
込
先
ま
で
。

【
申
込
期
限
】　
６
月
30
日
㈫

市
の
奨
学
金
制
度

　
自
己
実
現
に
向
け
た
向
学
心
が
旺
盛
で

修
学
の
た
め
の
経
済
的
支
援
を
要
す
る
優

秀
な
学
生
に
対
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る

人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
奨
学
金
を
支
給

し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
に
本
人
の
住
所
が
あ
る
人
（
修
学

の
た
め
住
所
異
動
し
た
場
合
を
除
く
。）

○
大
学
・
短
期
大
学
の
第
１
学
年
ま
た
は

高
等
専
門
学
校
の
第
４
学
年
に
在
学
す

る
人

○
市
内
の
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
人

○
世
帯
全
体
の
年
間
所
得
が
７
８
０
万
円

以
下
の
人

【
支
給
額
】

　
24
万
円
／
年

【
募
集
人
数
】

　

２
人

【
申
込
期
間
】

　
６
月
15
日
㈪
〜
30
日
㈫

【
選
考
方
法
】

　
１
次
：
書
類
選
考　

２
次
：
面
接
な
ど

※
申
請
者
が
遺
児
の
場
合
は
、
選
考
の
際

に
考
慮
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
先
】

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
各
公
民
館
（
い
が
ま
ち
・
阿
山
・
大
山

田
・
青
山
）

　
市
内
の
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
に
、
修

学
の
支
援
を
通
じ
て
教
育
機
会
の
均
等
を

図
り
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
て
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
伊
賀
市
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
教
育
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
４
４　
℻  
22
・
９
６
４
７

　
　
　
　
　
　
　

kyoui-soum
u@

city.iga.lg.jp

令
和
３
年
成
人
式

【
と　
き
】　
令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

　
午
後
１
時
〜

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

伊
賀
市
サ
サ
ユ
リ
奨
学
金

伊
賀
市
奨
学
金

トピックス

トピックス

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
22
・
９
６
６
９　
℻  
22
・
９
６
２
５　

shoukou@
city.iga.lg.jp

「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
認
定
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か

　
伊
賀
の
風
土
と
暮
ら
し
が
育
み
、
伊
賀

の
匠
の
知
恵
と
技
が
結
集
し
た
優
良
な
伊

賀
産
品
と
、
そ
の
生
産
や
製
造
な
ど
に
携

わ
る
事
業
者
な
ど
を
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
と
し
て
認
定
し
、
販
路

の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
自
慢
の
産
品
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
認
定
対
象
】

　
原
則
、
伊
賀
地
域
で
生
産
・
製
造
・
加

工
さ
れ
た
産
品
（
一
次
産
品
・
加
工
品
・

工
芸
品
）
と
そ
の
事
業
者
な
ど

※
個
人
事
業
者
は
一
次
産
品
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
申
請
資
格
】

○
農
業
・
林
業
・
漁
業
ま
た
は
製
造
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
事
業
者
な
ど
（
個

人
・
法
人
・
団
体
）
で
、
原
則
、
伊
賀

地
域
に
主
な
事
業
所
が
あ
る
こ
と

○
伊
賀
市
な
ど
が
賦
課
徴
収
す
る
住
民
税

な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

○
生
産
・
製
造
・
加
工
・
販
売
な
ど
に
つ

い
て
、
法
令
な
ど
の
規
定
に
違
反
し
て

い
な
い
こ
と

○
責
任
者
や
責
任
の
所
在
が
明
確
で
、
第

三
者
か
ら
の
苦
情
・
要
望
な
ど
に
対
す

る
処
理
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

【
申
請
方
法
】

　
「
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
の
手
引
」
を

ご
覧
の
上
、
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
先
ま
で
。

※
申
請
は
１
事
業
者
２
品
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
審
査
方
法
】

　

書
類
審
査
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

審
査

※
認
定
委
員
会
が
認
定
基
準
に
基
づ
い
て

審
査
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　
６
月
30
日
㈫　
午
後
５
時
必
着

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

初
め
て
の
講
師
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

　

講
師
と
し
て
自
分
の
趣
味
や
教
養
を

生
か
し
た
講
座
を
自
主
運
営
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
と　
き
】

　
11
月
中
旬
〜
令
和
３
年
３
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
５
階

【
対
象
者
】　
も
の
づ
く
り
・
趣
味
・
教
養

な
ど
小
人
数
向
け
講
座
の
自
主
運
営
に
興

味
が
あ
る
20
歳
以
上
の
人

※
市
内
在
住
者
を
優
先
選
考
し
ま
す
。

【
実
施
経
費
】　
受
講
者
の
料
金
は
一
人
に

つ
き
５
０
０
円
以
内
と
し
、
そ
の
他
の
経

費
は
自
己
負
担
で
ま
か
な
う
こ
と
。

【
申
込
方
法
】

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
か
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
後
、
面
談
日
程
を
案
内
し
ま
す
。

※
申
請
内
容
を
審
査
し
、
講
座
実
施
の
可

否
に
つ
い
て
連
絡
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
６
月
５
日
㈮
〜
７
月
10
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）

トピックス

トピックス
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【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

成
人
式
を
自
分
た
ち
で
作
り
ま
せ
ん
か

　
一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
の

手
で
作
り
ま
せ
ん
か
。
グ
ル
ー
プ
で
の
応

募
も
可
能
で
す
。

　
学
校
区
ご
と
の
実
行
委
員
会
で
、
月
１

回
程
度
の
会
議
（
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
日
程

調
整
の
う
え
決
定
）
を
行
い
、
成
人
式
の

企
画
構
成
、
準
備
、
成
人
式
当
日
の
運
営

協
力
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
な
ど
で

成
人
を
迎
え
る
人
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
勧
め

て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
令
和
３
年
に
成
人
式
を
迎
え
る
人
（
平

成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
）
で
、
崇
広
中
学
校
区
、
緑

ケ
丘
中
学
校
区
、
上
野
南
中
学
校
区
、
城

東
中
学
校
区
、
柘
植
・
霊
峰
中
学
校
区
、

阿
山
中
学
校
区
、
島
ヶ
原
中
学
校
区
、
大

山
田
中
学
校
区
、
青
山
中
学
校
区
の
９
カ

所
の
う
ち
、
卒
業
し
た
学
校
区
も
し
く
は

現
住
所
地
の
学
校
区
の
実
行
委
員
会
に
参

加
で
き
る
人

【
活
動
期
間
】

　
８
月
頃
〜
令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

【
定　
員
】　
各
校
区
に
３
〜
５
人

【
申
込
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

希
望
の
中
学
校
区
を
申
込
先
ま
で
。

【
申
込
期
限
】　
６
月
30
日
㈫

市
の
奨
学
金
制
度

　
自
己
実
現
に
向
け
た
向
学
心
が
旺
盛
で

修
学
の
た
め
の
経
済
的
支
援
を
要
す
る
優

秀
な
学
生
に
対
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る

人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
奨
学
金
を
支
給

し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
に
本
人
の
住
所
が
あ
る
人
（
修
学

の
た
め
住
所
異
動
し
た
場
合
を
除
く
。）

○
大
学
・
短
期
大
学
の
第
１
学
年
ま
た
は

高
等
専
門
学
校
の
第
４
学
年
に
在
学
す

る
人

○
市
内
の
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
人

○
世
帯
全
体
の
年
間
所
得
が
７
８
０
万
円

以
下
の
人

【
支
給
額
】

　
24
万
円
／
年

【
募
集
人
数
】

　

２
人

【
申
込
期
間
】

　
６
月
15
日
㈪
〜
30
日
㈫

【
選
考
方
法
】

　
１
次
：
書
類
選
考　

２
次
：
面
接
な
ど

※
申
請
者
が
遺
児
の
場
合
は
、
選
考
の
際

に
考
慮
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
先
】

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
各
公
民
館
（
い
が
ま
ち
・
阿
山
・
大
山

田
・
青
山
）

　
市
内
の
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
に
、
修

学
の
支
援
を
通
じ
て
教
育
機
会
の
均
等
を

図
り
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
て
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
伊
賀
市
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
教
育
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
４
４　
℻  
22
・
９
６
４
７

　
　
　
　
　
　
　

kyoui-soum
u@

city.iga.lg.jp

令
和
３
年
成
人
式

【
と　
き
】　
令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

　
午
後
１
時
〜

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

伊
賀
市
サ
サ
ユ
リ
奨
学
金

伊
賀
市
奨
学
金

トピックス

トピックス

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
22
・
９
６
６
９　
℻  
22
・
９
６
２
５　

shoukou@
city.iga.lg.jp

「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
認
定
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か

　
伊
賀
の
風
土
と
暮
ら
し
が
育
み
、
伊
賀

の
匠
の
知
恵
と
技
が
結
集
し
た
優
良
な
伊

賀
産
品
と
、
そ
の
生
産
や
製
造
な
ど
に
携

わ
る
事
業
者
な
ど
を
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
と
し
て
認
定
し
、
販
路

の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
自
慢
の
産
品
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
認
定
対
象
】

　
原
則
、
伊
賀
地
域
で
生
産
・
製
造
・
加

工
さ
れ
た
産
品
（
一
次
産
品
・
加
工
品
・

工
芸
品
）
と
そ
の
事
業
者
な
ど

※
個
人
事
業
者
は
一
次
産
品
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
申
請
資
格
】

○
農
業
・
林
業
・
漁
業
ま
た
は
製
造
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
事
業
者
な
ど
（
個

人
・
法
人
・
団
体
）
で
、
原
則
、
伊
賀

地
域
に
主
な
事
業
所
が
あ
る
こ
と

○
伊
賀
市
な
ど
が
賦
課
徴
収
す
る
住
民
税

な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

○
生
産
・
製
造
・
加
工
・
販
売
な
ど
に
つ

い
て
、
法
令
な
ど
の
規
定
に
違
反
し
て

い
な
い
こ
と

○
責
任
者
や
責
任
の
所
在
が
明
確
で
、
第

三
者
か
ら
の
苦
情
・
要
望
な
ど
に
対
す

る
処
理
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

【
申
請
方
法
】

　
「
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
の
手
引
」
を

ご
覧
の
上
、
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
先
ま
で
。

※
申
請
は
１
事
業
者
２
品
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
審
査
方
法
】

　

書
類
審
査
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

審
査

※
認
定
委
員
会
が
認
定
基
準
に
基
づ
い
て

審
査
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　
６
月
30
日
㈫　
午
後
５
時
必
着

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

初
め
て
の
講
師
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

　

講
師
と
し
て
自
分
の
趣
味
や
教
養
を

生
か
し
た
講
座
を
自
主
運
営
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
と　
き
】

　
11
月
中
旬
〜
令
和
３
年
３
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
５
階

【
対
象
者
】　
も
の
づ
く
り
・
趣
味
・
教
養

な
ど
小
人
数
向
け
講
座
の
自
主
運
営
に
興

味
が
あ
る
20
歳
以
上
の
人

※
市
内
在
住
者
を
優
先
選
考
し
ま
す
。

【
実
施
経
費
】　
受
講
者
の
料
金
は
一
人
に

つ
き
５
０
０
円
以
内
と
し
、
そ
の
他
の
経

費
は
自
己
負
担
で
ま
か
な
う
こ
と
。

【
申
込
方
法
】

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
か
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
後
、
面
談
日
程
を
案
内
し
ま
す
。

※
申
請
内
容
を
審
査
し
、
講
座
実
施
の
可

否
に
つ
い
て
連
絡
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
６
月
５
日
㈮
〜
７
月
10
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）

トピックス
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【
問
い
合
わ
せ
】　
課
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
３　
℻  
22
・
９
６
１
８　

kazei@
city.iga.lg.jp

令
和
２
年
度
の
市
・
県
民
税
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

◆
納
税
通
知
書
発
送
日　
６
月
15
日
㈪

　
市
・
県
民
税
は
、
金
融
機
関
の
ほ
か
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
も
納
付
が
で
き
ま
す
。

【
納
期
限
】

　
普
通
徴
収
の
場
合
は
年
４
回
で
、６
月・

８
月
・
10
月
・
１
月
の
各
月
末
が
納
期
限

で
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日

　

給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
っ
て

徴
収
す
る
税
額
な
ど
は
、
通
知
書
を
事
業

所
へ
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
で
給
与
、
公
的
年

金
な
ど
に
係
る
所
得
以
外
（
４
月
１
日
現

在
65
歳
未
満
の
人
は
給
与
所
得
以
外
）
の

所
得
に
係
る
住
民
税
の
徴
収
方
法
の
欄
に

「
自
分
で
納
付
」
を
選
択
し
た
場
合
は
、

課
税
計
算
の
結
果
に
よ
り
納
税
通
知
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

【
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）
の
対
象
と
な
る
人
へ
】

　
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
人
で
年
金

所
得
に
対
し
て
市
・
県
民
税
の
納
税
義
務

が
あ
る
人
は
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
に
よ
っ
て
徴
収
し
ま
す
。

※
今
年
度
65
歳
に
な
り
、
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
る
人
は
、
次
の
表
の
計

算
方
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
公
的
年
金
以
外
の
所
得
に
対
す
る
市
・

県
民
税
額
は
、
普
通
徴
収
ま
た
は
給
与

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
市
・
県
民
税
が

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額
を
超
え
る
人

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
総
合
危
機
管
理
課

　
☎
22
・
９
６
４
０　
℻  
24
・
０
４
４
４　

kikikanri@
city.iga.lg.jp

風
水
害
に
備
え
よ
う

　

梅
雨
の
長
雨
が
気
に
な
る
季
節
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
風
水
害
の
心
配
も
出
て
き

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
事
前
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
備
蓄
を
し
よ
う

　

非
常
持
ち
出
し
袋
に
食
料
、
飲
料

水
、
生
活
必

需
品
な
ど
１

週
間
程
度
の

備
え
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
よ
う

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
危
険
箇
所
を
確

認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
を
考
え
て
お
こ
う

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
象

情
報
や
災
害
情

報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
危
険

が
近
づ
い
て
い

る
場
合
は
、
早

め
に
避
難
す
る

な
ど
命
を
守
る

行
動
を
し
ま

し
ょ
う
。
夜
間
な
ど
外
出
が
危
険
な
場

合
は
、２
階
に
垂
直
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
災
訓
練
の
ス
ス
メ

　
事
前
に
練
習
し
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と

い
う
時
に
慌
て
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
防
災
講
話
を
聴
い
て
知
識
を
増
や
し

た
り
、
地
域
の
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
、

災
害
に
負
け
な
い
よ
う
に
訓
練
し
て
お
く

こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

納付書で収める
（普通徴収）

年金から引き落とす
（特別徴収）

６月 ８月 10月 12月
令和３年
２月

年税額の
４分の１ずつ 年税額の６分の１ずつ

近くの避難所や
避難ルートを事
前にチェック！

この封筒をご確認ください

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４

　
　
　
　
　
　
　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

正
し
く
使
お
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
仕
事
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
な

反
面
、
個
人
や
特
定
地
域
を
名
指
し
し
て

誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
や
根
拠
の
な
い
デ
マ
情
報
に
よ

る
風
評
被
害
な
ど
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
前
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
誰
で
も

自
分
の
考
え
を
自
分
の
意
思
の
み
で
発
信

で
き
、
一
度
発
信
し
た
内
容
は
急
速
に
拡

散
さ
れ
簡
単
に
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
情
報
を
発
信
す
る
人
は
自
分
が
発
信
す

る
内
容
が
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
か
事
前
に
考
え
て
か
ら
発
信
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
情
報
を
受
け
取
る
側
も
真
偽
不

明
の
情
報
を
拡
散
す
る
こ
と
で
、
そ
の
情

報
に
よ
っ
て
誰
か
に
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
傷
を
つ
け
て
し
ま
う
な
ど
、
結
果
的
に

加
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
き

は
、
そ
の
特
性
を
十
分
に
理
解
す
る
と
と

も
に
、
直
接
人
と
接
す
る
と
き
と
同
じ
よ

う
に
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
守
り
、
相
手
の

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

　
市
で
は
名
張
市
と
一
緒
に
平
成
19
年
か

ら
三
重
県
の
委
託
を
受
け
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
を
開
始
し
、

悪
質
な
差
別
書
き
込
み
な
ど
の
早
期
発
見

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
重
大
な

人
権
侵
害
に
あ
た
る
書
き
込
み
や
差
別
を

助
長
す
る
よ
う
な
書
き
込
み
は
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
サ
イ
ト
管
理
者
へ

削
除
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
令
和
元
年
度
の
状
況

○
発
見
（
削
除
要
請
）
件
数　

２
７
８
件

○
削
除
件
数　
　
　
　
　
　
　
１
３
８
件

○
削
除
割
合　
　
　
　
　
　
　
49
・
６
％

【
書
き
込
み
の
内
容
】

○
部
落
差
別
に
関
す
る
も
の　
１
５
８
件

○
障
が
い
者
差
別
に
関
す
る
も
の　
19
件

○
外
国
人
差
別
に
関
す
る
も
の　
　
40
件

○
そ
の
他
（
個
人
へ
の
誹
謗
中
傷
な
ど
）

42
件

人
権
研
修
会
な
ど
の
参
加
費
用
を
助
成

　
全
国
規
模
の
人
権
啓
発
・
人
権
教
育
研

修
会
な
ど
に
参
加
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
参
加
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

◆
部
落
解
放
第
64
回
全
国
青
年
集
会
、
部

落
解
放
第
52
回
全
国
高
校
生
集
会
合
同

集
会

　
８
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰

　
徳
島
県
徳
島
市

　
（
徳
島
県
教
育
会
館
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
６
月
29
日
㈪
〜
７
月
29
日
㈬　
※
必
着

◆
第
72
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

　
10
月
31
日
㈯
〜 

11
月
１
日
㈰

　
新
潟
県
上
越
市
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

上
越　
イ
ン
ド
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
１
日
㈭　
※
必
着

◆
部
落
解
放
研
究
第
54
回
全
国
集
会

　
11
月
10
日
㈫
〜
11
日
㈬

　
福
岡
県
北
九
州
市

　
（
西
日
本
総
合
展
示
場
新
館
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
９
月
14
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪　
※
必
着

◆
第
35
回
人
権
啓
発
研
究
集
会

　
12
月
17
日
㈭
〜
18
日
㈮

　
三
重
県
津
市

　
（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
10
月
19
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬　
※
必
着

◆
第
43
回
全
国
人
権
保
育
研
究
集
会

　
令
和
３
年
１
月
30
日
㈯
〜
31
日
㈰

　
奈
良
県
奈
良
市

　
（
奈
良
県
文
化
会
館
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
11
月
27
日
㈮
〜
12
月
28
日
㈪　
※
必
着

【
対
象
者
】　
市
内
在
住
で
、
後
日
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
で
き
る
人

【
定　
員
】　
若
干
名

※
予
算
の
都
合
上
、
告
知
な
し
で
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
電
話
で
申
込
状
況
を
確
認
の
上
、
人
権

政
策
課
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
。

※
交
通
費
は
原
則
、
市
の
旅
費
の
支
給
基

準
に
基
づ
き
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
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・
９
６
８
３　
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・
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jinken-danjo@
city.iga.lg.jp
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【
問
い
合
わ
せ
】　
課
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
３　
℻  
22
・
９
６
１
８　

kazei@
city.iga.lg.jp

令
和
２
年
度
の
市
・
県
民
税
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

◆
納
税
通
知
書
発
送
日　
６
月
15
日
㈪

　
市
・
県
民
税
は
、
金
融
機
関
の
ほ
か
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
も
納
付
が
で
き
ま
す
。

【
納
期
限
】

　
普
通
徴
収
の
場
合
は
年
４
回
で
、６
月・

８
月
・
10
月
・
１
月
の
各
月
末
が
納
期
限

で
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日

　

給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
っ
て

徴
収
す
る
税
額
な
ど
は
、
通
知
書
を
事
業

所
へ
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
で
給
与
、
公
的
年

金
な
ど
に
係
る
所
得
以
外
（
４
月
１
日
現

在
65
歳
未
満
の
人
は
給
与
所
得
以
外
）
の

所
得
に
係
る
住
民
税
の
徴
収
方
法
の
欄
に

「
自
分
で
納
付
」
を
選
択
し
た
場
合
は
、

課
税
計
算
の
結
果
に
よ
り
納
税
通
知
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

【
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）
の
対
象
と
な
る
人
へ
】

　
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
人
で
年
金

所
得
に
対
し
て
市
・
県
民
税
の
納
税
義
務

が
あ
る
人
は
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
に
よ
っ
て
徴
収
し
ま
す
。

※
今
年
度
65
歳
に
な
り
、
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
る
人
は
、
次
の
表
の
計

算
方
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
公
的
年
金
以
外
の
所
得
に
対
す
る
市
・

県
民
税
額
は
、
普
通
徴
収
ま
た
は
給
与

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
市
・
県
民
税
が

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額
を
超
え
る
人

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
総
合
危
機
管
理
課

　
☎
22
・
９
６
４
０　
℻  
24
・
０
４
４
４　

kikikanri@
city.iga.lg.jp

風
水
害
に
備
え
よ
う

　

梅
雨
の
長
雨
が
気
に
な
る
季
節
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
風
水
害
の
心
配
も
出
て
き

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
事
前
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
備
蓄
を
し
よ
う

　

非
常
持
ち
出
し
袋
に
食
料
、
飲
料

水
、
生
活
必

需
品
な
ど
１

週
間
程
度
の

備
え
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
よ
う

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
危
険
箇
所
を
確

認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
を
考
え
て
お
こ
う

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
象

情
報
や
災
害
情

報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
危
険

が
近
づ
い
て
い

る
場
合
は
、
早

め
に
避
難
す
る

な
ど
命
を
守
る

行
動
を
し
ま

し
ょ
う
。
夜
間
な
ど
外
出
が
危
険
な
場

合
は
、２
階
に
垂
直
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
災
訓
練
の
ス
ス
メ

　
事
前
に
練
習
し
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と

い
う
時
に
慌
て
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
防
災
講
話
を
聴
い
て
知
識
を
増
や
し

た
り
、
地
域
の
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
、

災
害
に
負
け
な
い
よ
う
に
訓
練
し
て
お
く

こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

納付書で収める
（普通徴収）

年金から引き落とす
（特別徴収）

６月 ８月 10月 12月
令和３年
２月

年税額の
４分の１ずつ 年税額の６分の１ずつ

近くの避難所や
避難ルートを事
前にチェック！

この封筒をご確認ください

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課
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22
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９
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９
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jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

正
し
く
使
お
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
仕
事
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
な

反
面
、
個
人
や
特
定
地
域
を
名
指
し
し
て

誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
や
根
拠
の
な
い
デ
マ
情
報
に
よ

る
風
評
被
害
な
ど
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
前
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
誰
で
も

自
分
の
考
え
を
自
分
の
意
思
の
み
で
発
信

で
き
、
一
度
発
信
し
た
内
容
は
急
速
に
拡

散
さ
れ
簡
単
に
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
情
報
を
発
信
す
る
人
は
自
分
が
発
信
す

る
内
容
が
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
か
事
前
に
考
え
て
か
ら
発
信
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
情
報
を
受
け
取
る
側
も
真
偽
不

明
の
情
報
を
拡
散
す
る
こ
と
で
、
そ
の
情

報
に
よ
っ
て
誰
か
に
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
傷
を
つ
け
て
し
ま
う
な
ど
、
結
果
的
に

加
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
き

は
、
そ
の
特
性
を
十
分
に
理
解
す
る
と
と

も
に
、
直
接
人
と
接
す
る
と
き
と
同
じ
よ

う
に
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
守
り
、
相
手
の

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

　
市
で
は
名
張
市
と
一
緒
に
平
成
19
年
か

ら
三
重
県
の
委
託
を
受
け
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
を
開
始
し
、

悪
質
な
差
別
書
き
込
み
な
ど
の
早
期
発
見

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
重
大
な

人
権
侵
害
に
あ
た
る
書
き
込
み
や
差
別
を

助
長
す
る
よ
う
な
書
き
込
み
は
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
サ
イ
ト
管
理
者
へ

削
除
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
令
和
元
年
度
の
状
況

○
発
見
（
削
除
要
請
）
件
数　

２
７
８
件

○
削
除
件
数　
　
　
　
　
　
　
１
３
８
件

○
削
除
割
合　
　
　
　
　
　
　
49
・
６
％

【
書
き
込
み
の
内
容
】

○
部
落
差
別
に
関
す
る
も
の　
１
５
８
件

○
障
が
い
者
差
別
に
関
す
る
も
の　
19
件

○
外
国
人
差
別
に
関
す
る
も
の　
　
40
件

○
そ
の
他
（
個
人
へ
の
誹
謗
中
傷
な
ど
）

42
件

人
権
研
修
会
な
ど
の
参
加
費
用
を
助
成

　
全
国
規
模
の
人
権
啓
発
・
人
権
教
育
研

修
会
な
ど
に
参
加
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
参
加
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

◆
部
落
解
放
第
64
回
全
国
青
年
集
会
、
部

落
解
放
第
52
回
全
国
高
校
生
集
会
合
同

集
会

　
８
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰

　
徳
島
県
徳
島
市

　
（
徳
島
県
教
育
会
館
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
６
月
29
日
㈪
〜
７
月
29
日
㈬　
※
必
着

◆
第
72
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

　
10
月
31
日
㈯
〜 

11
月
１
日
㈰

　
新
潟
県
上
越
市
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

上
越　
イ
ン
ド
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
１
日
㈭　
※
必
着

◆
部
落
解
放
研
究
第
54
回
全
国
集
会

　
11
月
10
日
㈫
〜
11
日
㈬

　
福
岡
県
北
九
州
市

　
（
西
日
本
総
合
展
示
場
新
館
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
９
月
14
日
㈪
〜
10
月
12
日
㈪　
※
必
着

◆
第
35
回
人
権
啓
発
研
究
集
会

　
12
月
17
日
㈭
〜
18
日
㈮

　
三
重
県
津
市

　
（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
10
月
19
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬　
※
必
着

◆
第
43
回
全
国
人
権
保
育
研
究
集
会

　
令
和
３
年
１
月
30
日
㈯
〜
31
日
㈰

　
奈
良
県
奈
良
市

　
（
奈
良
県
文
化
会
館
ほ
か
）

【
申
込
期
間
】

　
11
月
27
日
㈮
〜
12
月
28
日
㈪　
※
必
着

【
対
象
者
】　
市
内
在
住
で
、
後
日
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
で
き
る
人

【
定　
員
】　
若
干
名

※
予
算
の
都
合
上
、
告
知
な
し
で
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
電
話
で
申
込
状
況
を
確
認
の
上
、
人
権

政
策
課
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
。

※
交
通
費
は
原
則
、
市
の
旅
費
の
支
給
基

準
に
基
づ
き
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　NHK連続テレビ小説「スカーレット」の舞台、
甲賀市信楽町にある物産館「緋色の商店街」では、
オンラインストアでの販売が始まりました。
　スカーレット公式商品をはじめ、信楽焼や朝宮

茶など甲賀市のお土産をお取
り寄せいただけます。
　家で過ごす時間が増えてい
る今、ぜひのぞいてみてくだ
さい。
【購入方法】

①オンラインストアから
②緋色の商店街インスタグラムダイレクト
　メッセージから
※詳細は緋色の商店街インスタグラムを
ご覧ください。

【問い合わせ】
　甲賀市観光企画推進課ロケーション推進室
　☎ 0748-69-2198　℻  0748-63-4087

～信楽のお土産をお取り寄せ～
物産館・緋色の商店街　オンラインストア

亀山市亀山市
～お茶でほっと一息～

お茶時間を過ごしてみませんか
　全国で３位の栽培面
積・生産量を誇る三重県
のお茶生産。亀山市は、
県内有数のお茶所であ
り、緩やかな丘陵地帯の
特性と、茶農家の優れた製茶技術によって良質な
伊勢茶が栽培されています。
　健康や美容に良いと言われる緑茶ですが、アミ
ノ酸の一種であるテアニンには、心身の疲労を回
復させるリラックス効果があり、ストレス緩和や
睡眠の質を改善する効果も期待できます。
　ご自宅で過ごすことが多くなったこの時期に、
おいしいお茶でほっと一息ついてみませんか？
※詳しくは、三重茶農協直売所「茶気茶気」のホー
ムページをご覧ください。お取り寄せもできます。

【問い合わせ】
　三重県茶農協直売所「茶気茶気」
　☎  0595-82-0429　℻  0595-82-3738

　忍者線（伊賀線）の踏切
が鳴ると「何色の忍者列車
が来るかな？」と予想した
ことはありませんか。忍者
列車は、青色、ピンク色、
緑色の３編成ですが、最近緑色の忍者列車を見かけま
せん。なぜかというと、現在「車両の定期検査」を受
けているためです。「車両の定期検査」とは、自動車
の車検のようなもので、車両の安全性と信頼性を確保
するために、車両の主要部分を取り外し、各部分につ
いての検査・修繕を長期間かけて実施するものです。
忍者線のすべての車両について、それぞれ４年のサイ
クルで検査を受けています。
　検査を終えた緑色の忍者列車に会えるのは今年の秋
以降。次に走っている姿を見かけたら、「おかえり！」
の気持ちで乗車してみてください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻   22-9694

忍者線（伊賀線）だより

緑色の忍者列車がいない
芭蕉翁記念館だより

　芭蕉さんは、身近な生き物を愛し、多くの句を
残しました。そのなかでも最も多く詠まれたのが、
夏を代表する鳥である時

ほととぎす

鳥です。
　夏の訪れを知らせるその初

はつ

音
ね

が和歌などにも多
く詠まれており、芭蕉さんの句も 20以上知られ
ています。
　そのうちの一つに『奥の細道』の旅の途中、黒

くろ

羽
ばね

の地で作った句があります。

　　田や麦や中
なか

にも夏のほととぎす

　夏を鮮やかに彩る青田や金色の麦畑、それより
もいっそう季節を感じさせる時鳥の声に眼差しを
むけています。この句は、のちに紀行文『奥の細
道』としてまとめられた時には載せられませんで
したが、芭蕉さんの初夏に対する感性がよく表れ
ています。
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

想像力を働かせて　－保育幼稚園課－
　人と人が気持ちよく過ごせるようにと考えると
き、「言葉」はとても大事なものであると思います。
困っているときに「どうしたのですか？」「大丈夫
ですか？」と声をかけられると安心してほっとした
気持ちになります。仕事を終えたときに「ありがと
う」「お疲れさま」という言葉に達成感を得られます。
反対に同じような言葉でもそのときの状況によって
心の中がざわめいたり落ち込んだりするときがあり
ます。言葉は人を元気にすることも、傷つけること
もあるのです。
　関わりの中で、人は次第に「一人ひとりの生活や
考え方、価値観が違うのは当たり前」ということに
気付いていきます。しかし、それでも自分の考えを
中心に言葉をかけたり、自分の生活の範囲にないも
のを避けたり違和感を抱く傾向があります。その結
果、人は無意識に言葉で相手を傷つけてしまうこと
が起こってきます。自分にとっては大丈夫と思った

言葉や、その場の雰囲気で何気なく出た言葉が相手
にとっては辛いことだったりするのです。場合に
よっては、多数派の集団で少数派を攻撃してしまっ
ていることもあるかもしれません。
　また、人は相手が何に悩んでいるか、どんなこと
に傷ついているか、その人の心の中までを知ること
はできません。悲しい時にそっとしておいてほしい、
声をかけて励ましてほしいなど、相手に合った対応
はそれぞれです。やはり、普段からいろいろな場
面で「相手はどう思っているのだろう、何を感じて
いるのだろう」と想像力を働かせて言葉をかけてい
くことで、少しでも相手に近づくことができると思
います。
　そうやって言葉をかけること、それが人と人がつ
ながっていくために大切なことなのではないでしょ
うか。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

　
赤
井
悪
右
衛
門

　
　
〜
明
智
光
秀
の
天
敵
だ
っ
た
男
〜

　
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、
明
智

光
秀
が
主
人
公
で
す
。
織
田
信
長
に
見
出

さ
れ
た
光
秀
は
、
政
治
や
軍
事
、
外
交
に

才
能
を
発
揮
し
、
織
田
家
の
中
で
も
異
例

の
出
世
を
と
げ
た
人
物
で
す
。　

　

こ
の
光
秀
の
天
敵
と
呼
ば
れ
た
男
が
、

丹
波
国
黒
井
城
（
兵
庫
県
丹
波
市
）
の
城

主
で
あ
っ
た
赤
井
直
正
で
す
。
直
正
は
通

称
の
「
悪
右
衛
門
」
が
示
す
と
お
り
、
勇

猛
な
武
将
で
し
た
。
天
正
３（
１
５
７
５
）

年
、
信
長
か
ら
丹
波
平
定
を
命
じ
ら
れ
た

光
秀
が
、大
軍
で
黒
井
城
を
攻
め
ま
す
が
、

直
正
の
戦
術
の
前
に
敗
北
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
直
正
は
戦
国
大
名
の
毛
利

氏
ら
と
同
盟
を
結
び
、
反
織
田
勢
力
の
一

翼
を
担
い
ま
す
が
、天
正
６
（
１
５
７
８
）

年
、
病
に
よ
り
死
去
し
ま
す
。

　
直
正
を
失
っ
た
赤
井
氏
は
、
幼
少
の
嫡

男
直
義
が
跡
を
継
ぎ
、
悪
右
衛
門
を
名
乗

り
ま
す
。
し
か
し
勢
力
は
衰
え
、
翌
年
に

黒
井
城
は
光
秀
に
よ
っ
て
攻
め
落
と
さ
れ

ま
し
た
。
逃
げ
延
び
た
直
義
は
、
名
前
を

「
萩
野
金
左
衛
門
」
と
改
め
、
浪
人
と
な

り
ま
す
。こ
の
直
義
を
召
し
抱
え
た
の
が
、

藤
堂
高
虎
で
し
た
。

　
慶
長
15
（
１
６
１
０
）
年
、
高
虎
は
直

義
に
伊
賀
で
千
石
を
与
え
、
名
前
を
勇
名

で
馳
せ
た
「
赤
井
悪
右
衛
門
」
に
戻
さ
せ

ま
し
た
。こ
の
高
虎
の
恩
に
報
い
る
た
め
、

直
義
は
大
坂
の
陣
で
奮
戦
、
そ
の
子
孫
も

幕
末
ま
で
藤
堂
藩
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
伊
賀
で
の
赤
井
氏
の
屋
敷
は
、
江
戸
初

期
の
城
下
町
絵
図
で
は
西
之
丸
の
外
堀

端
、現
在
の
上
野
西
大
手
町
に
見
え
ま
す
。

そ
の
後
、
数
度
の
屋
敷
替
え
を
経
て
、
明

治
初
期
の
絵
図
で
は
上
野
忍
町
に
確
認
で

き
ま
す
。　
　

　
こ
の
上
野
忍
町
の
武
家
屋
敷
「
赤
井
家

住
宅
」
は
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
９

月
、
主
屋
や
長
屋
門
な
ど
が
国
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
同
年
12
月
に
は
赤

井
氏
か
ら
市
へ
と
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
武
家
屋
敷
は
、
戦
国
乱
世
に
光
秀
と
渡

り
合
っ
た
直
正
の
末ま

つ
裔え

い
が
、
江
戸
の
泰
平

の
世
に
伊
賀
の
地
で
得
た
暮
ら
し
ぶ
り
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
課
歴
史
資
料
係　
　

　
☎
52
・
４
３
８
０　
℻  
52
・
４
３
８
１

話
余
史
歴
の
賀
伊

話
余
史
歴
の
賀
伊

11

▲赤井家住宅（上野忍町）
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　NHK連続テレビ小説「スカーレット」の舞台、
甲賀市信楽町にある物産館「緋色の商店街」では、
オンラインストアでの販売が始まりました。
　スカーレット公式商品をはじめ、信楽焼や朝宮

茶など甲賀市のお土産をお取
り寄せいただけます。
　家で過ごす時間が増えてい
る今、ぜひのぞいてみてくだ
さい。
【購入方法】

①オンラインストアから
②緋色の商店街インスタグラムダイレクト
　メッセージから
※詳細は緋色の商店街インスタグラムを
ご覧ください。

【問い合わせ】
　甲賀市観光企画推進課ロケーション推進室
　☎ 0748-69-2198　℻  0748-63-4087

～信楽のお土産をお取り寄せ～
物産館・緋色の商店街　オンラインストア

亀山市亀山市
～お茶でほっと一息～

お茶時間を過ごしてみませんか
　全国で３位の栽培面
積・生産量を誇る三重県
のお茶生産。亀山市は、
県内有数のお茶所であ
り、緩やかな丘陵地帯の
特性と、茶農家の優れた製茶技術によって良質な
伊勢茶が栽培されています。
　健康や美容に良いと言われる緑茶ですが、アミ
ノ酸の一種であるテアニンには、心身の疲労を回
復させるリラックス効果があり、ストレス緩和や
睡眠の質を改善する効果も期待できます。
　ご自宅で過ごすことが多くなったこの時期に、
おいしいお茶でほっと一息ついてみませんか？
※詳しくは、三重茶農協直売所「茶気茶気」のホー
ムページをご覧ください。お取り寄せもできます。

【問い合わせ】
　三重県茶農協直売所「茶気茶気」
　☎  0595-82-0429　℻  0595-82-3738

　忍者線（伊賀線）の踏切
が鳴ると「何色の忍者列車
が来るかな？」と予想した
ことはありませんか。忍者
列車は、青色、ピンク色、
緑色の３編成ですが、最近緑色の忍者列車を見かけま
せん。なぜかというと、現在「車両の定期検査」を受
けているためです。「車両の定期検査」とは、自動車
の車検のようなもので、車両の安全性と信頼性を確保
するために、車両の主要部分を取り外し、各部分につ
いての検査・修繕を長期間かけて実施するものです。
忍者線のすべての車両について、それぞれ４年のサイ
クルで検査を受けています。
　検査を終えた緑色の忍者列車に会えるのは今年の秋
以降。次に走っている姿を見かけたら、「おかえり！」
の気持ちで乗車してみてください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻   22-9694

忍者線（伊賀線）だより

緑色の忍者列車がいない
芭蕉翁記念館だより

　芭蕉さんは、身近な生き物を愛し、多くの句を
残しました。そのなかでも最も多く詠まれたのが、
夏を代表する鳥である時

ほととぎす

鳥です。
　夏の訪れを知らせるその初

はつ

音
ね

が和歌などにも多
く詠まれており、芭蕉さんの句も 20以上知られ
ています。
　そのうちの一つに『奥の細道』の旅の途中、黒

くろ

羽
ばね

の地で作った句があります。

　　田や麦や中
なか

にも夏のほととぎす

　夏を鮮やかに彩る青田や金色の麦畑、それより
もいっそう季節を感じさせる時鳥の声に眼差しを
むけています。この句は、のちに紀行文『奥の細
道』としてまとめられた時には載せられませんで
したが、芭蕉さんの初夏に対する感性がよく表れ
ています。
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

想像力を働かせて　－保育幼稚園課－
　人と人が気持ちよく過ごせるようにと考えると
き、「言葉」はとても大事なものであると思います。
困っているときに「どうしたのですか？」「大丈夫
ですか？」と声をかけられると安心してほっとした
気持ちになります。仕事を終えたときに「ありがと
う」「お疲れさま」という言葉に達成感を得られます。
反対に同じような言葉でもそのときの状況によって
心の中がざわめいたり落ち込んだりするときがあり
ます。言葉は人を元気にすることも、傷つけること
もあるのです。
　関わりの中で、人は次第に「一人ひとりの生活や
考え方、価値観が違うのは当たり前」ということに
気付いていきます。しかし、それでも自分の考えを
中心に言葉をかけたり、自分の生活の範囲にないも
のを避けたり違和感を抱く傾向があります。その結
果、人は無意識に言葉で相手を傷つけてしまうこと
が起こってきます。自分にとっては大丈夫と思った

言葉や、その場の雰囲気で何気なく出た言葉が相手
にとっては辛いことだったりするのです。場合に
よっては、多数派の集団で少数派を攻撃してしまっ
ていることもあるかもしれません。
　また、人は相手が何に悩んでいるか、どんなこと
に傷ついているか、その人の心の中までを知ること
はできません。悲しい時にそっとしておいてほしい、
声をかけて励ましてほしいなど、相手に合った対応
はそれぞれです。やはり、普段からいろいろな場
面で「相手はどう思っているのだろう、何を感じて
いるのだろう」と想像力を働かせて言葉をかけてい
くことで、少しでも相手に近づくことができると思
います。
　そうやって言葉をかけること、それが人と人がつ
ながっていくために大切なことなのではないでしょ
うか。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

すくすくひろば 未就園児 ６日㈪・13日㈪・
20日㈪・27日㈪ 10：00～ たなばたまつり

本とおもちゃルームぐるんぱ 未就園児
１日㈬・８日㈬・
15日㈬・22日㈬・

29日㈬
10：00～ 絵本の読み聞かせ

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定会 15日㈬ ９：30～ ※予約制

離乳食お悩み相談会 ６カ月～の親子 29日㈬ 10：00～ ※予約制（３人）

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 未就学児 12日㈰ 10：00～ 水鉄砲で遊ぼうの巻

にんにんパーク
　上野南公園内で行っているにんにんパーク。忍者衣装で忍者になり
きってサーキット遊びをしたり、木の実や落ち葉で工作をしたりして、
親子が自然の中でふれあいながら「走る・投げる・跳ぶ」など体を使っ
て遊べる広場です。毎月第２日曜日に保育士が常駐して実施するので、
平日は仕事でなかなか相談できない子育ての悩みを気軽に相談できます。
　今後は水鉄砲遊びや音楽祭、たこ揚げなどの行事を予定しているので、
親子で楽しんでください。

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 １日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ
妊婦・０～１歳 ９日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
2歳～ 16日㈭

公開講座 未就学児 14日㈫ 10：30～ 英語であそぼう

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
おたのしみひろば 未就学児 ６日㈪ 10：00～ みんなでたなばた
えほんとせいさくのひろば 未就学児 17日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り
のびっこひろば 未就学児 20日㈪ 10：00～ 保健師のおはなし

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。
※参加するときの持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。
【問い合わせ】　子育て包括支援センター（こども未来課内）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

７月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665
　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00

土曜ふれあい広場 未就学児 ４日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

キラキラぷち① 2019年４月～
７月生まれ ９日㈭ 10：00～ からだ育て体操と絵本の読み聞かせ

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 17日㈮ 14：30～ 親子ふれあいあそびと親子サロン
すくすく Baby ７～ 11カ月 22日㈬ 14：30～ あかちゃん体操と親子サロン
食育教室もぐもぐ 概ね１歳半以上 31日㈮ 10：00～ 調理実習　※予約受付：7/10 ㈮～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
らぶらぶひろば 未就学児 ３日㈮・10日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び
おはなしひろば“わくわく” 未就学児 16日㈭ 10：15～ 絵本読み聞かせ
おたんじょう会 7月生まれ児 27日㈪ 10：00～ 親子でお祝い

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 10日㈮ 10：00～
スペシャル相談デー（歯科衛生士に
よる歯の個別チェック、体重・身長
測定、育児・栄養相談）

ママのためのはっぴーたいむ 未就学児 13日㈪ 10：00～
大人のアートワークショップ
（先着 15組）　託児あり
※予約受付：6/22 ㈪ 9:00 ～

ねぇ・よんで 未就学児 29日㈬ 11：00～ 読み聞かせ

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
みんなあつまれ！ 未就園児 ７日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう

元気っ子ひろば 未就園児 10日㈮ 10：00～ 手形足形アート
※予約受付：6/11 ㈭～

たまぴよサロン ０～ 12カ月 22日㈬ 10：00～ ベビーマッサージ　※要予約

ママのリフレッシュ 未就園児の
保護者 29日㈬ 10：30～ ロールオンづくり（抽選）

※予約受付：6/30 ㈫～ 7/2 ㈭

赤ちゃんの健診と相談

１歳６カ月児健診 21 日㈫ 午後１時～ 2時 30分 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、
栄養相談、育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は
　１歳７カ月頃、３歳児健診は３歳
　７カ月頃までに通知します。母子
　健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 16 日㈭ 午後１時～ 2時 30分 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

３日㈮ 午前９時 30分～ 11時 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

10 日㈮
午前 10時～ 11時

島ヶ原子育て支援センター

13日㈪ 大山田子育て支援センター

17日㈮ 午前 10時～ 11時
午後1時30分～2時30分

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

子育て特設サイト
伊賀流未来応援の術
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離乳食お悩み相談会 ６カ月～の親子 29日㈬ 10：00～ ※予約制（３人）

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 未就学児 12日㈰ 10：00～ 水鉄砲で遊ぼうの巻

にんにんパーク
　上野南公園内で行っているにんにんパーク。忍者衣装で忍者になり
きってサーキット遊びをしたり、木の実や落ち葉で工作をしたりして、
親子が自然の中でふれあいながら「走る・投げる・跳ぶ」など体を使っ
て遊べる広場です。毎月第２日曜日に保育士が常駐して実施するので、
平日は仕事でなかなか相談できない子育ての悩みを気軽に相談できます。
　今後は水鉄砲遊びや音楽祭、たこ揚げなどの行事を予定しているので、
親子で楽しんでください。

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 １日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ
妊婦・０～１歳 ９日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
2歳～ 16日㈭

公開講座 未就学児 14日㈫ 10：30～ 英語であそぼう

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
おたのしみひろば 未就学児 ６日㈪ 10：00～ みんなでたなばた
えほんとせいさくのひろば 未就学児 17日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り
のびっこひろば 未就学児 20日㈪ 10：00～ 保健師のおはなし

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。
※参加するときの持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。
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キラキラぷち① 2019年４月～
７月生まれ ９日㈭ 10：00～ からだ育て体操と絵本の読み聞かせ

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 17日㈮ 14：30～ 親子ふれあいあそびと親子サロン
すくすく Baby ７～ 11カ月 22日㈬ 14：30～ あかちゃん体操と親子サロン
食育教室もぐもぐ 概ね１歳半以上 31日㈮ 10：00～ 調理実習　※予約受付：7/10 ㈮～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
らぶらぶひろば 未就学児 ３日㈮・10日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び
おはなしひろば“わくわく” 未就学児 16日㈭ 10：15～ 絵本読み聞かせ
おたんじょう会 7月生まれ児 27日㈪ 10：00～ 親子でお祝い

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 10日㈮ 10：00～
スペシャル相談デー（歯科衛生士に
よる歯の個別チェック、体重・身長
測定、育児・栄養相談）

ママのためのはっぴーたいむ 未就学児 13日㈪ 10：00～
大人のアートワークショップ
（先着 15組）　託児あり
※予約受付：6/22 ㈪ 9:00 ～

ねぇ・よんで 未就学児 29日㈬ 11：00～ 読み聞かせ

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
みんなあつまれ！ 未就園児 ７日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう

元気っ子ひろば 未就園児 10日㈮ 10：00～ 手形足形アート
※予約受付：6/11 ㈭～

たまぴよサロン ０～ 12カ月 22日㈬ 10：00～ ベビーマッサージ　※要予約

ママのリフレッシュ 未就園児の
保護者 29日㈬ 10：30～ ロールオンづくり（抽選）

※予約受付：6/30 ㈫～ 7/2 ㈭

赤ちゃんの健診と相談

１歳６カ月児健診 21 日㈫ 午後１時～ 2時 30分 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、
栄養相談、育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は
　１歳７カ月頃、３歳児健診は３歳
　７カ月頃までに通知します。母子
　健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 16 日㈭ 午後１時～ 2時 30分 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

３日㈮ 午前９時 30分～ 11時 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

10 日㈮
午前 10時～ 11時

島ヶ原子育て支援センター

13日㈪ 大山田子育て支援センター

17日㈮ 午前 10時～ 11時
午後1時30分～2時30分

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

子育て特設サイト
伊賀流未来応援の術
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
直ち

ょ
く

訳や
く

す
る
と

「
危き

険け
ん

な
場
所
を
記
し
た
地
図
」
で
す
。

地じ

震し
ん

や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
被ひ

害が
い

が
想
定
さ
れ
る
場
所
や

避ひ

難な
ん

所じ
ょ

な
ど
役
に
立
つ
情
報
が
載の

っ
て
い

ま
す
。
で
も
、
皆み

な
さ
ん
は
じ
っ
く
り
と
見

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

■
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
な
ぜ
必
要
？

　
自
然
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
起
き
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
、
災
害
か

ら
身
を
守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
と
っ
さ

に
考
え
る
の
は
難む

ず
か

し
い
で
す
。
で
も
、
事
前
に
危あ

ぶ

な
い
場
所
や
避ひ

難な
ん

す
る
安
全
な
場
所
が
わ
か
っ
て

い
て
、
ど
う
対た

い
処し

ょ
す
れ
ば
い
い
か
を
知
っ
て
い
れ

ば
、
慌あ

わ
て
な
く
て
も
済
み
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
大
事
な
ツ
ー
ル
な
の
で
、
う
ま
く
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

■
ど
う
や
っ
て
使
う
の
？

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
い
ろ
ん
な
使
い
方
が
で
き

ま
す
が
、
か
ん
た
ん
な
見
方
を
お
教
え
し
ま
す
。

①
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
探さ

が
そ
う
。

②
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
色
や
印
は
つ
い
て
い
る

か
な
。
色
や
印
が
つ
い
て
い
る
と
何
か
危き

険け
ん

が

あ
る
よ
。

③
ど
ん
な
危き

険け
ん

な
の
か
、
説
明
を
見
て
み
よ
う
。

④
自
分
の
家
か
ら
避ひ

難な
ん

所じ
ょ

ま
で
、
危き

険け
ん

を
避さ

け
な

が
ら
移
動
す
る
ル
ー
ト
に
線
を
引
こ
う
。

　

災
害
が
起
こ
る
前
に
で
き
る
備
え
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
を
準
備
し
て
、

家
族
み
ん
な
で
防
災
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
総そ

う
合ご

う
危き

機き

管か
ん

理り

課か

　
☎
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小・中学生のためのコラムです

こども広場
「ハザードマップを確

かく

認
にん

しよう」

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン弊

社
は
、
伊
賀
唯
一
の

伊
賀
抹
茶
生
産
者
で
す
。

　

か
つ
て
は
、
伊
賀
茶

の
生
産
農
家
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
が
、
高
齢

化
に
伴
い
、
離
農
さ
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
も

う
一
度
「
伊
賀
茶
」
が
伊
賀
の
特
産
物
と
な
り
、
茶

園
を
増
や
し
、
若
い
茶
農
家
が
増
え
る
よ
う
、
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
子
育
て

世
代
の
女
性
た
ち
が
主
と
な
り
、
茶
園
を
管
理
し
、

子
ど
も
た
ち
に
も
安
心
し
て
飲
め
る
お
茶
を
作
る
た

め
、
無
農
薬
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
伊
賀
の
茶
葉
を
使
い
、
い
ろ
い
ろ
な

ア
イ
テ
ム
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふたば園株式会社
副社長　北森　徹さん

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
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「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　６月１日㈪～７日㈰

自分の家のまわりを
チェックしてみよう

いろんな情報が
載っているんだね

にん子先生 しのちゃん

No.2

伊賀抹茶ラテ
　伊賀盆地特有の寒暖差のある、治田
で栽培した伊賀の茶葉で、抹茶ラテを作
りました。市場に出回っている抹茶ラテ
よりも抹茶の量が多く、風味豊かな味に
なっています。

図書館
　だより

■児童書　
『きいてみよう !
世界のことばでこんにちは』
ベン・ハンディコット／文、

ケナード・パク／絵
■絵　本
『おにぎりをつくる』　
　　　　高山　なおみ／文、
　　　　長野　陽一／写真

■一般書　
『その話、諸説あります。』

ナショナルジオグラフィック／編
『アーティストの手紙』

マイケル・バード／著
『疲れないからだになる鉄分ごはん』

ワタナベ　マキ／著

■児童書　
『世界のヘンテコ鳥大集合』
柴田　佳秀／文、マツダ　ユカ／絵
『あったらいいな、こんな義手』

斎藤　多加子／著
『ちょきんばこのたびやすみ』
　　　　　　　村上　しいこ／作、
　　　　　　　長谷川 義史／絵

■絵　本
『くちばしだーれ ?』
穂高　順也／作、サトウ マサノリ／絵
『しばふって、いいな ! 』
　　　レオーネ・アデルソン／文、
　　　ロジャー・デュボアザン／絵
『こもれび』　

林　木林／文、岡田　千晶／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■一般書　
『ビジュアルパンデミック・マップ』

サンドラ・ヘンペル／著
　ペスト、コレラ、Ｓ

サ ー ズ

ＡＲＳ、エボラ出
血熱など 20の伝染病を取り上げ、感染
経路や症状、感染地域などを図版や地図
を使って紹介しています。これまでの人
類と伝染病との闘いの歴史を知ることの
できる一冊です。

司書のおすすめ

図書館からのお知らせ

　江戸時代中期の藤堂藩士 岸 勝明の著作である本書
は、地元に残る「風土記」「伊賀記」などの古記録を
抄出するほか、神社仏閣の由緒、人物、伝説・説話、
城郭など伊賀地域のもろもろの事項について書かれた
百科事典的な書籍です。
　購入方法などは、後日 市ホームページや書店でご
案内します。詳細については上野図書館までお問い合
わせください。

『伊賀考』
伊賀古文献刊行会／編　伊賀市／発行
定価　3,500 円（税込）

　上野図書館では、除籍した本や雑誌を希望者にお
ゆずりします。なお、事前予約や書名の案内はできま
せん。
【と　き】　６月 13日㈯～ 28日㈰
※なくなり次第終了します。
【ところ】　上野図書館　駐輪場

◆『伊賀考』発刊

◆リサイクルフェアを開催します

詳しい情報はこちら
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■一般書　
『ビジュアルパンデミック・マップ』

サンドラ・ヘンペル／著
　ペスト、コレラ、Ｓ

サ ー ズ

ＡＲＳ、エボラ出
血熱など 20の伝染病を取り上げ、感染
経路や症状、感染地域などを図版や地図
を使って紹介しています。これまでの人
類と伝染病との闘いの歴史を知ることの
できる一冊です。

司書のおすすめ

図書館からのお知らせ

　江戸時代中期の藤堂藩士 岸 勝明の著作である本書
は、地元に残る「風土記」「伊賀記」などの古記録を
抄出するほか、神社仏閣の由緒、人物、伝説・説話、
城郭など伊賀地域のもろもろの事項について書かれた
百科事典的な書籍です。
　購入方法などは、後日 市ホームページや書店でご
案内します。詳細については上野図書館までお問い合
わせください。

『伊賀考』
伊賀古文献刊行会／編　伊賀市／発行
定価　3,500 円（税込）

　上野図書館では、除籍した本や雑誌を希望者にお
ゆずりします。なお、事前予約や書名の案内はできま
せん。
【と　き】　６月 13日㈯～ 28日㈰
※なくなり次第終了します。
【ところ】　上野図書館　駐輪場

◆『伊賀考』発刊

◆リサイクルフェアを開催します

詳しい情報はこちら
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　地域防災の担い手となる女性防災
リーダーを育成するために開講し
ます。
【とき・内容】
○第１回：８月７日㈮
　「過去の大規模災害の事例から学
　ぼう」
　講師：フレンテみえ職員
○第２回：10月９日㈮
　「男女共同参画の視点で防災・減
　災を考える」
　講師：（一社）GEN・J代表理事
　田端　八重子さん
○第３回：12月４日㈮
　「グループワーク」
　講師：フレンテみえ職員
○第４回：令和３年２月５日㈮
　「ＨＵＧゲームにチャレンジ」
　講師：総合危機管理課職員
※すべて午後７時～
【ところ】
　ハイトピア伊賀
　4階ミーティングルーム 
【対象者】
　市内在住の女性
【定　員】
　先着 15人程度
【申込方法】
　住所・氏名・生年月日・電話番号・
メールアドレスを記入の上、下記まで。
【申込期限】
　８月５日㈬
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

地域を守る女性防災リーダー
養成連続講座

　日本語での学習支援やボランティ
アの心得などを学ぶ講座を開催しま
す。講座受講後「伊賀日本語の会」
の日本語教室の見学もできます。
【と　き】　６月 20日㈯
　午後４時 30 分～６時 30 分
【ところ】
　総合福祉会館　２階活動室２
【講　師】
　伊賀日本語の会
　テクニカルアドバイザー
　船見　和秀さん
【対象者】　日本語で外国人住民と交
流したり、支援したい人。地域の日
本語教室で活動したい人または活動
に興味がある人。
【定　員】　20 人程度
【申込方法】
　電話・ファックス・来庁
【申込期限】　６月 17 日㈬
【申込先・問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641
　 shimin@city.iga.lg.jp

　排水設備工事を施工するために
は、（公財）三重県下水道公社が発行す
る下水道排水設備工事責任技術者証
を持ち、市から指定工事店としての
指定を受ける必要があります。
【と　き】
　11月 27日㈮　午後１時～
【ところ】　三重県総合文化センター
　（津市一身田上津部田 1234）
【料　金】　8,000 円
【申込期間】
　８月 11日㈫～９月 10日㈭
※当日消印有効
【提出先・問い合わせ】
　（公財）三重県下水道公社総務課
　☎ 0598-53-2331
　℻  0598-53-4867

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　藤堂高虎は上野城に五層
の天守閣を建てようとしました
が、なぜ倒壊したの？
①春の嵐で倒壊
②秋の台風で倒壊
③地震で倒壊
④大雪で倒壊

（答えは 29ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

日本語ボランティア入門
講座

下水道排水設備工事
責任技術者試験

【とき・内容】
○第１回：８月 28日㈮
　「部落差別解消推進法と人権教育
　の課題～部落差別をどう語り、伝
　えるのか～」
　講師：（一社）ひょうご部落解放・人
　権研究所　所長　石元　清英さん
○第２回：９月 25日㈮
　「差別をなくす社会システム」
　講師：近畿大学人権問題研究所　
　主任教授　北口　末広さん
○第３回：10月 30日㈮
　「スマホ時代の子どもたちに大人
　ができること」
　講師：NPO法人奈良地域の学び
　推進機構　理事　石川　千明さん
○第４回：11月 24日㈫
　「部落差別解消推進法を学ぶ」
　講師：近畿大学人権問題研究所　
　特任教授　奥田　均さん
○第５回：12月 18日㈮
　「心の窓を少し開くことから～好感・
　共感・親近感が人権力を育む～」
　講師：関西外国語大学
　教授　明石　一朗さん
【ところ】　本庁舎　５階会議室 501
【内　容】　すべて受講した人に修了
証をお渡しします。
※やむをえず欠席した場合は、1回
に限り、主催者指定の人権講演会
などを受講することで修了とみな
します。

【定　員】　42人
※過去に修了した人は受講できません。
【申込方法】　住所・氏名・連絡先を
下記まで。受講者には８月上旬に案
内を郵送します。
【申込期限】　７月 17日㈮
【申込先・問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

「部落解放・人権大学講座」
受講生募集

　　

※携帯電話のバーコードリー
　ダー機能で読み込んでア
　クセスできます。

広報いがＰＤＦ版を市ホームページ
でご覧いただけます。
　http://www.city.iga.lg.jp/

広報いがPDF版

【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp ２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　新型コロナウイルス感染症の影響
による臨時休校に伴う学習支援のた
めに、市内の小中学生に図書カード
（3,000 円分）を配付します。
【対象者】
　市立小中学校に在籍している、ま
たは市内に住民票がある小中学生
【申請方法】
○市立小中学校に在籍する小中学生
　各学校を通じて配付しますので、
申請は不要です。

○私立学校等に在籍する小中学生
　小・中学生本人の保険証と印鑑を
持参の上、申請してください。

【申請期間】　７月 31日㈮
※期限までに申請できなかった場合
は、お問い合わせください。

【申請先・問い合わせ】　学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667

　子育てに関する悩みや障がいのあ
る子どもの就学について、相談をお
受けします。
【と　き】
　７月 21日㈫・22日㈬・27日㈪・
28日㈫・29日㈬・30日㈭
【ところ】
　ゆめぽりすセンター　２階会議室
【申込方法】　子どもが通っている幼
稚園・保育所（園）・小学校へお問
い合わせください。
【申込期間】
　６月１日㈪～ 18日㈭
【申込先・問い合わせ】
　学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667

　児童手当を受給している人は「児
童手当現況届」の提出が必要です。
現況届は、６月１日現在の状況を記
入し、児童手当を引き続き受給する
かどうかを確認するためのものです。
　提出がない場合、６月分以降の手
当が受給できなくなりますので、６
月上旬に市から届く現況届を期限ま
でに必ず提出してください。
　また、新型コロナウイルス感染症
の影響を受けている子育て世帯を支
援するための「子育て世帯への臨時
特別給付金」に関するお知らせを同
封しますのでご確認ください。
【対象者】
　児童手当を受給している人
【提出期限】　６月 30日㈫
【提出先・問い合わせ】
○こども未来課
　☎ 22-9677　℻  22-9646
○各支所住民福祉課

【と　き】　７月 14日㈫
　午後 1時 30分～ 3時 30分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食前期（1～ 2回食）の話・
離乳食の調理と試食
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル・託児に必要
なおもちゃやおむつなど
【定　員】　先着 20人
【申込方法】　住所・参加する保護者
と子どもの氏名・生年月日・電話番
号・託児希望の有無を下記まで。
【申込開始日】　６月 17日㈬
【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　国民健康保険医療費のお知らせ
は、皆さんに健康の大切さを認識し
てもらうために行っているもので
す。医療費控除の申告手続きで、「医
療費控除の明細書」として使用でき
るようになり、令和２年度から年２
回の発行に変わります。
【発行時期】
○１月～ 11月診療分 ･･･ 翌年２月
上旬

○ 12月診療分 ･･･ 翌年３月上旬
【問い合わせ】
　保険年金課
　☎ 22-9659　℻  26-0151

国民健康保険医療費通知
の発行時期が変わります

【問い合わせ】　国体推進課
　☎ 43-9100　℻   43-9102

開催まであと　　　　　日481
ボランティア募集中！

児童手当現況届を
提出してください

離乳食教室

就学相談

小中学生への図書カード
の配付

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※携帯電話のバーコード
　リーダー機能で読み込
　んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
　 http://www.anshin-bousai.net/iga/

「あんしん・防災ねっと」

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　地域防災の担い手となる女性防災
リーダーを育成するために開講し
ます。
【とき・内容】
○第１回：８月７日㈮
　「過去の大規模災害の事例から学
　ぼう」
　講師：フレンテみえ職員
○第２回：10月９日㈮
　「男女共同参画の視点で防災・減
　災を考える」
　講師：（一社）GEN・J代表理事
　田端　八重子さん
○第３回：12月４日㈮
　「グループワーク」
　講師：フレンテみえ職員
○第４回：令和３年２月５日㈮
　「ＨＵＧゲームにチャレンジ」
　講師：総合危機管理課職員
※すべて午後７時～
【ところ】
　ハイトピア伊賀
　4階ミーティングルーム 
【対象者】
　市内在住の女性
【定　員】
　先着 15人程度
【申込方法】
　住所・氏名・生年月日・電話番号・
メールアドレスを記入の上、下記まで。
【申込期限】
　８月５日㈬
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

地域を守る女性防災リーダー
養成連続講座

　日本語での学習支援やボランティ
アの心得などを学ぶ講座を開催しま
す。講座受講後「伊賀日本語の会」
の日本語教室の見学もできます。
【と　き】　６月 20日㈯
　午後４時 30 分～６時 30 分
【ところ】
　総合福祉会館　２階活動室２
【講　師】
　伊賀日本語の会
　テクニカルアドバイザー
　船見　和秀さん
【対象者】　日本語で外国人住民と交
流したり、支援したい人。地域の日
本語教室で活動したい人または活動
に興味がある人。
【定　員】　20 人程度
【申込方法】
　電話・ファックス・来庁
【申込期限】　６月 17 日㈬
【申込先・問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641
　 shimin@city.iga.lg.jp

　排水設備工事を施工するために
は、（公財）三重県下水道公社が発行す
る下水道排水設備工事責任技術者証
を持ち、市から指定工事店としての
指定を受ける必要があります。
【と　き】
　11月 27日㈮　午後１時～
【ところ】　三重県総合文化センター
　（津市一身田上津部田 1234）
【料　金】　8,000 円
【申込期間】
　８月 11日㈫～９月 10日㈭
※当日消印有効
【提出先・問い合わせ】
　（公財）三重県下水道公社総務課
　☎ 0598-53-2331
　℻  0598-53-4867

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　藤堂高虎は上野城に五層
の天守閣を建てようとしました
が、なぜ倒壊したの？
①春の嵐で倒壊
②秋の台風で倒壊
③地震で倒壊
④大雪で倒壊

（答えは 29ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

日本語ボランティア入門
講座

下水道排水設備工事
責任技術者試験

【とき・内容】
○第１回：８月 28日㈮
　「部落差別解消推進法と人権教育
　の課題～部落差別をどう語り、伝
　えるのか～」
　講師：（一社）ひょうご部落解放・人
　権研究所　所長　石元　清英さん
○第２回：９月 25日㈮
　「差別をなくす社会システム」
　講師：近畿大学人権問題研究所　
　主任教授　北口　末広さん
○第３回：10月 30日㈮
　「スマホ時代の子どもたちに大人
　ができること」
　講師：NPO法人奈良地域の学び
　推進機構　理事　石川　千明さん
○第４回：11月 24日㈫
　「部落差別解消推進法を学ぶ」
　講師：近畿大学人権問題研究所　
　特任教授　奥田　均さん
○第５回：12月 18日㈮
　「心の窓を少し開くことから～好感・
　共感・親近感が人権力を育む～」
　講師：関西外国語大学
　教授　明石　一朗さん
【ところ】　本庁舎　５階会議室 501
【内　容】　すべて受講した人に修了
証をお渡しします。
※やむをえず欠席した場合は、1回
に限り、主催者指定の人権講演会
などを受講することで修了とみな
します。

【定　員】　42人
※過去に修了した人は受講できません。
【申込方法】　住所・氏名・連絡先を
下記まで。受講者には８月上旬に案
内を郵送します。
【申込期限】　７月 17日㈮
【申込先・問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

「部落解放・人権大学講座」
受講生募集

　　

※携帯電話のバーコードリー
　ダー機能で読み込んでア
　クセスできます。

広報いがＰＤＦ版を市ホームページ
でご覧いただけます。
　http://www.city.iga.lg.jp/

広報いがPDF版

【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp ２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　新型コロナウイルス感染症の影響
による臨時休校に伴う学習支援のた
めに、市内の小中学生に図書カード
（3,000 円分）を配付します。
【対象者】
　市立小中学校に在籍している、ま
たは市内に住民票がある小中学生
【申請方法】
○市立小中学校に在籍する小中学生
　各学校を通じて配付しますので、
申請は不要です。

○私立学校等に在籍する小中学生
　小・中学生本人の保険証と印鑑を
持参の上、申請してください。

【申請期間】　７月 31日㈮
※期限までに申請できなかった場合
は、お問い合わせください。

【申請先・問い合わせ】　学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667

　子育てに関する悩みや障がいのあ
る子どもの就学について、相談をお
受けします。
【と　き】
　７月 21日㈫・22日㈬・27日㈪・
28日㈫・29日㈬・30日㈭
【ところ】
　ゆめぽりすセンター　２階会議室
【申込方法】　子どもが通っている幼
稚園・保育所（園）・小学校へお問
い合わせください。
【申込期間】
　６月１日㈪～ 18日㈭
【申込先・問い合わせ】
　学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667

　児童手当を受給している人は「児
童手当現況届」の提出が必要です。
現況届は、６月１日現在の状況を記
入し、児童手当を引き続き受給する
かどうかを確認するためのものです。
　提出がない場合、６月分以降の手
当が受給できなくなりますので、６
月上旬に市から届く現況届を期限ま
でに必ず提出してください。
　また、新型コロナウイルス感染症
の影響を受けている子育て世帯を支
援するための「子育て世帯への臨時
特別給付金」に関するお知らせを同
封しますのでご確認ください。
【対象者】
　児童手当を受給している人
【提出期限】　６月 30日㈫
【提出先・問い合わせ】
○こども未来課
　☎ 22-9677　℻  22-9646
○各支所住民福祉課

【と　き】　７月 14日㈫
　午後 1時 30分～ 3時 30分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食前期（1～ 2回食）の話・
離乳食の調理と試食
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル・託児に必要
なおもちゃやおむつなど
【定　員】　先着 20人
【申込方法】　住所・参加する保護者
と子どもの氏名・生年月日・電話番
号・託児希望の有無を下記まで。
【申込開始日】　６月 17日㈬
【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　国民健康保険医療費のお知らせ
は、皆さんに健康の大切さを認識し
てもらうために行っているもので
す。医療費控除の申告手続きで、「医
療費控除の明細書」として使用でき
るようになり、令和２年度から年２
回の発行に変わります。
【発行時期】
○１月～ 11月診療分 ･･･ 翌年２月
上旬

○ 12月診療分 ･･･ 翌年３月上旬
【問い合わせ】
　保険年金課
　☎ 22-9659　℻  26-0151

国民健康保険医療費通知
の発行時期が変わります

【問い合わせ】　国体推進課
　☎ 43-9100　℻   43-9102

開催まであと　　　　　日481
ボランティア募集中！

児童手当現況届を
提出してください

離乳食教室

就学相談

小中学生への図書カード
の配付

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※携帯電話のバーコード
　リーダー機能で読み込
　んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
　 http://www.anshin-bousai.net/iga/

「あんしん・防災ねっと」

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　廃棄物の野外焼却は、法律により
一部の例外を除いて禁止されていま
す。地面に掘った穴やドラム缶での
焼却なども野外焼却です。法律に違
反した場合、５年以下の懲役もしく
は、1,000 万円以下の罰金または
その両方に処せられます。
　住宅密集地では、野外焼却がさま
ざまな苦情の原因となります。畑や
庭から出た草木は、堆肥にする、乾
燥させて可燃ごみに出すなど、焼却
以外の方法で処分しましょう。
【野外焼却の例外】
○農業・林業・漁業を営むためにや
むを得ないものとして行われる廃
棄物の焼却

○風俗慣習上または宗教上の行事を
行うために必要な廃棄物の焼却

○たき火など、日常生活の軽微な焼却
※例外となる場合でも、近隣の迷惑
とならないように最小限にとどめ
てください。

【問い合わせ】　環境政策課
　☎ 20-9105　℻  20-9107

　市内の森林の適正管理を推進し、
森林が持つ多面的機
能を持続的に発揮さ
せるため、間伐を行
う森林所有者など
に、間伐本数に応じて補助金を交付
します。
【補助金額】（１本当たり）
○林齢がおおむね26年生 ～ 35年生
　搬出間伐：202円
　切捨て間伐：126円
○林齢が 36年生 ～おおむね60年生
　搬出間伐：365円
　切捨て間伐：180円
※交付条件など、詳しくはお問い合
わせください。

【申請方法】　農林振興課・各支所振
興課（上野支所を除く。）・伊賀森林
組合にある申請書に必要事項を記入
の上、郵送または持参。
【申請期限】　６月 30日㈫
【申請先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9712　℻  22-9715

男女共同参画ネットワーク
会議新規会員募集 野外焼却はやめましょう

　男女が共にその個性と能力を十分
に発揮することができる男女共同参
画社会を実現するために、男女共同
参画ネットワーク会議（愛称：いき
いきネット）を設置しています。今
回、新たに会員を募集します。
【対象者】
　男女共同参画推進に賛同していた
だける市内で活動中の団体・サーク
ル・個人
※営利を目的としないこと
【活動内容】　男女共同参画フォーラ
ム「いきいき未来いが」の開催や会
員相互の交流・研修など
【申込方法】　市ホームページまたは
男女共同参画センターにある申込書
に必要事項を記入の上、下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

　国では、良好な景観形成に関する
国民の意識啓発のために６月１日を
「景観の日」と定めています。
　市では、伊賀市景観計画を策定し、
伊賀市に愛着と誇りを持ってもらえ
るよう、運用しています。
　計画では、一定規模以上の建築行
為を行う場合は、色彩や形態などに
制限があり、届出が必要となります。
なかでも、伊賀上野城下町地域の一
部は重点区域に指定しており、より
厳しい制限があります。重点区域で
建築行為を行う場合は、事前に都市
計画課までご相談ください。
【問い合わせ】
　都市計画課
　☎ 22-9731　℻  22-9734

６月１日は「景観の日」

間伐で森林を守ろう

【義援金総額】　※４月末現在
○東日本大震災
　64,620,329 円
○熊本地震災害
　623,344 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　49,195 円
○バングラデシュ南部避難民
　53,026 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　289,824 円
○令和元年８月豪雨災害
　20,413 円
○令和元年台風第 15号千葉県災害
　121,452 円
○令和元年台風第 19号災害　 
　143,011 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

　阿山第２運動公園は、災害復旧工
事のため、６月１日㈪から令和３年
１月 31日㈰まで利用できません。
※状況により工期が変更になること
があります。

【問い合わせ】
　スポーツ振興課
　☎ 22-9635　℻  22-9694

義援金　受け入れ状況

　 27ページの答え　
②秋の台風で倒壊
　『公室年譜略』・『高山公実録』
などの藤堂家の古書に、慶長 17
年 (1612) ９月２日、当地を襲っ
た大風雨に建造中の天守閣が倒
壊したと伝えています。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください

阿山第２運動公園の
一時利用停止

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　
　地震や豪雨、洪水などの自然災害
により、住家
に被害を受け
た人や、亡く
なった人のご
遺族に災害見
舞金を支給し
ます。
【支給額】
○住家が全壊した場合   
　１世帯　100,000 円
○住家が半壊した場合   
　１世帯　50,000 円
○住家が床上浸水した場合 　
　１世帯　20,000 円
○災害で死亡した場合　  
　１人につき　100,000 円
（被災程度の認定は、災害救助法
の取り扱いに倣います。）

※次の場合、見舞金は支給されません。
○災害救助法の適用を受けたとき
○被災者生活再建支援法に規定す
る支援金を受給したとき

○伊賀市災害弔慰金または伊賀市
災害障害見舞金の支給、または
災害援護資金の貸付を受けた
とき

○故意または重大な過失により被
災したと認められるとき

【申請方法】
　総合危機管理課へ伊賀市災害見舞
金支給申請書を提出してください。
　申請書を受付後、被害の程度を判
定し、支給金額を決定します。
　詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

　不動産無料相談所と不動産弁護
士無料相談を開催しますので、宅地
建物取引のことでお悩みの人はご相
談ください。どちらも事前予約が必
要です。詳しくはお問い合わせくだ
さい。
【予約先・問い合わせ】
　三重県宅地建物取引業協会
　伊賀支部
　☎ 63-6716　℻  64-2142

伊賀市災害見舞金制度

　新型コロナウイルス感染症につい
て SNS などインターネット上にお
ける人権侵害が発生しています。
　患者個人の特定につながる内容の
掲載や誹

ひ

謗
ぼう

中傷、個人のプライバ
シーに関する情報の無断掲示、風評
被害につながるような情報の拡散は
人権侵害にあたります。
　また、感染した人やその家族、治
療にあたっている医療関係者、外国
から帰国した人、日本に居住する外
国の人に対する不当な差別、偏見、
いじめも決して許されるものではあ
りません。
　不確かな情報に惑わされることな
く、正しい情報に基づいた冷静な行
動をお願いします。
【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

　ゆめテクノ伊賀には、伊賀地域の
産業振興に寄与する新たな事業の創
出をめざす人を支援するための施設
を設けています。入居者は、インキュ
ベーション室を所在地として法人登
記ができるほか、各種専門家の助言
が受けられるなどのサービスがあり
ます。
【ところ】
　産学官連携地域産業創造センター
　「ゆめテクノ伊賀」
　２階インキュベーション室
　（ゆめが丘一丁目３番地の３）
【対象者】　新たに創業する人または
創業後３年以内の人
【料　金】
　月額 13,620 円～ 38,770 円
（部屋の大きさにより金額が異なり
ます。）
※入居開始時に３カ月分の料金預
託。また、電話、インターネット
の回線利用料は入居者負担。

【申込方法】　電話で下記まで。
　電話の際に施設概要や申込資料、
入居審査などについて説明します。
【申込先・問い合わせ】
　ゆめテクノ伊賀
　☎ 41-1061　 ℻  41-1062

【と　き】
　６月 12日㈮～７月１日㈬
　午前９時～午後５時 30分
※土・日曜日を除く。
【ところ】　教育研究センター
【問い合わせ】
○学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667　
○教育研究センター
　☎ 21-8839

【と　き】
　６月 17日㈬　午後１時～４時
【ところ】　本庁舎　２階相談室３
【定　員】　先着６人
【申込方法】　電話 で下記まで。
【申込期限】
　６月 16日㈫　午後５時
※次回の開催は８月 19日㈬です。
【申込先・問い合わせ】
　日本司法支援センター
　三重地方事務所（法テラス）
　☎ 050-3383-5470

　広報いが５月号 14ページに掲載
した「会計年度任用職員の募集」の
中で、市民病院看護師の基本日額に
誤りがありました。お詫びして訂正
します。

　誤）10,118 円
　正）11,079 円

【問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻  22-9742

教科用図書展示新型コロナウイルス感染症に
関する人権への配慮のお願い

インキュベーション室
入居者募集

お詫びと訂正

不動産無料相談所・
不動産弁護士無料相談会

法テラス法律相談会

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　廃棄物の野外焼却は、法律により
一部の例外を除いて禁止されていま
す。地面に掘った穴やドラム缶での
焼却なども野外焼却です。法律に違
反した場合、５年以下の懲役もしく
は、1,000 万円以下の罰金または
その両方に処せられます。
　住宅密集地では、野外焼却がさま
ざまな苦情の原因となります。畑や
庭から出た草木は、堆肥にする、乾
燥させて可燃ごみに出すなど、焼却
以外の方法で処分しましょう。
【野外焼却の例外】
○農業・林業・漁業を営むためにや
むを得ないものとして行われる廃
棄物の焼却

○風俗慣習上または宗教上の行事を
行うために必要な廃棄物の焼却

○たき火など、日常生活の軽微な焼却
※例外となる場合でも、近隣の迷惑
とならないように最小限にとどめ
てください。

【問い合わせ】　環境政策課
　☎ 20-9105　℻  20-9107

　市内の森林の適正管理を推進し、
森林が持つ多面的機
能を持続的に発揮さ
せるため、間伐を行
う森林所有者など
に、間伐本数に応じて補助金を交付
します。
【補助金額】（１本当たり）
○林齢がおおむね26年生 ～ 35年生
　搬出間伐：202円
　切捨て間伐：126円
○林齢が 36年生 ～おおむね60年生
　搬出間伐：365円
　切捨て間伐：180円
※交付条件など、詳しくはお問い合
わせください。

【申請方法】　農林振興課・各支所振
興課（上野支所を除く。）・伊賀森林
組合にある申請書に必要事項を記入
の上、郵送または持参。
【申請期限】　６月 30日㈫
【申請先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9712　℻  22-9715

男女共同参画ネットワーク
会議新規会員募集 野外焼却はやめましょう

　男女が共にその個性と能力を十分
に発揮することができる男女共同参
画社会を実現するために、男女共同
参画ネットワーク会議（愛称：いき
いきネット）を設置しています。今
回、新たに会員を募集します。
【対象者】
　男女共同参画推進に賛同していた
だける市内で活動中の団体・サーク
ル・個人
※営利を目的としないこと
【活動内容】　男女共同参画フォーラ
ム「いきいき未来いが」の開催や会
員相互の交流・研修など
【申込方法】　市ホームページまたは
男女共同参画センターにある申込書
に必要事項を記入の上、下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

　国では、良好な景観形成に関する
国民の意識啓発のために６月１日を
「景観の日」と定めています。
　市では、伊賀市景観計画を策定し、
伊賀市に愛着と誇りを持ってもらえ
るよう、運用しています。
　計画では、一定規模以上の建築行
為を行う場合は、色彩や形態などに
制限があり、届出が必要となります。
なかでも、伊賀上野城下町地域の一
部は重点区域に指定しており、より
厳しい制限があります。重点区域で
建築行為を行う場合は、事前に都市
計画課までご相談ください。
【問い合わせ】
　都市計画課
　☎ 22-9731　℻  22-9734

６月１日は「景観の日」

間伐で森林を守ろう

【義援金総額】　※４月末現在
○東日本大震災
　64,620,329 円
○熊本地震災害
　623,344 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　49,195 円
○バングラデシュ南部避難民
　53,026 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　289,824 円
○令和元年８月豪雨災害
　20,413 円
○令和元年台風第 15号千葉県災害
　121,452 円
○令和元年台風第 19号災害　 
　143,011 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

　阿山第２運動公園は、災害復旧工
事のため、６月１日㈪から令和３年
１月 31日㈰まで利用できません。
※状況により工期が変更になること
があります。

【問い合わせ】
　スポーツ振興課
　☎ 22-9635　℻  22-9694

義援金　受け入れ状況

　 27ページの答え　
②秋の台風で倒壊
　『公室年譜略』・『高山公実録』
などの藤堂家の古書に、慶長 17
年 (1612) ９月２日、当地を襲っ
た大風雨に建造中の天守閣が倒
壊したと伝えています。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください

阿山第２運動公園の
一時利用停止

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　
　地震や豪雨、洪水などの自然災害
により、住家
に被害を受け
た人や、亡く
なった人のご
遺族に災害見
舞金を支給し
ます。
【支給額】
○住家が全壊した場合   
　１世帯　100,000 円
○住家が半壊した場合   
　１世帯　50,000 円
○住家が床上浸水した場合 　
　１世帯　20,000 円
○災害で死亡した場合　  
　１人につき　100,000 円
（被災程度の認定は、災害救助法
の取り扱いに倣います。）

※次の場合、見舞金は支給されません。
○災害救助法の適用を受けたとき
○被災者生活再建支援法に規定す
る支援金を受給したとき

○伊賀市災害弔慰金または伊賀市
災害障害見舞金の支給、または
災害援護資金の貸付を受けた
とき

○故意または重大な過失により被
災したと認められるとき

【申請方法】
　総合危機管理課へ伊賀市災害見舞
金支給申請書を提出してください。
　申請書を受付後、被害の程度を判
定し、支給金額を決定します。
　詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

　不動産無料相談所と不動産弁護
士無料相談を開催しますので、宅地
建物取引のことでお悩みの人はご相
談ください。どちらも事前予約が必
要です。詳しくはお問い合わせくだ
さい。
【予約先・問い合わせ】
　三重県宅地建物取引業協会
　伊賀支部
　☎ 63-6716　℻  64-2142

伊賀市災害見舞金制度

　新型コロナウイルス感染症につい
て SNS などインターネット上にお
ける人権侵害が発生しています。
　患者個人の特定につながる内容の
掲載や誹

ひ

謗
ぼう

中傷、個人のプライバ
シーに関する情報の無断掲示、風評
被害につながるような情報の拡散は
人権侵害にあたります。
　また、感染した人やその家族、治
療にあたっている医療関係者、外国
から帰国した人、日本に居住する外
国の人に対する不当な差別、偏見、
いじめも決して許されるものではあ
りません。
　不確かな情報に惑わされることな
く、正しい情報に基づいた冷静な行
動をお願いします。
【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

　ゆめテクノ伊賀には、伊賀地域の
産業振興に寄与する新たな事業の創
出をめざす人を支援するための施設
を設けています。入居者は、インキュ
ベーション室を所在地として法人登
記ができるほか、各種専門家の助言
が受けられるなどのサービスがあり
ます。
【ところ】
　産学官連携地域産業創造センター
　「ゆめテクノ伊賀」
　２階インキュベーション室
　（ゆめが丘一丁目３番地の３）
【対象者】　新たに創業する人または
創業後３年以内の人
【料　金】
　月額 13,620 円～ 38,770 円
（部屋の大きさにより金額が異なり
ます。）
※入居開始時に３カ月分の料金預
託。また、電話、インターネット
の回線利用料は入居者負担。

【申込方法】　電話で下記まで。
　電話の際に施設概要や申込資料、
入居審査などについて説明します。
【申込先・問い合わせ】
　ゆめテクノ伊賀
　☎ 41-1061　 ℻  41-1062

【と　き】
　６月 12日㈮～７月１日㈬
　午前９時～午後５時 30分
※土・日曜日を除く。
【ところ】　教育研究センター
【問い合わせ】
○学校教育課
　☎ 22-9649　℻  22-9667　
○教育研究センター
　☎ 21-8839

【と　き】
　６月 17日㈬　午後１時～４時
【ところ】　本庁舎　２階相談室３
【定　員】　先着６人
【申込方法】　電話 で下記まで。
【申込期限】
　６月 16日㈫　午後５時
※次回の開催は８月 19日㈬です。
【申込先・問い合わせ】
　日本司法支援センター
　三重地方事務所（法テラス）
　☎ 050-3383-5470

　広報いが５月号 14ページに掲載
した「会計年度任用職員の募集」の
中で、市民病院看護師の基本日額に
誤りがありました。お詫びして訂正
します。

　誤）10,118 円
　正）11,079 円

【問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻  22-9742

教科用図書展示新型コロナウイルス感染症に
関する人権への配慮のお願い

インキュベーション室
入居者募集

お詫びと訂正

不動産無料相談所・
不動産弁護士無料相談会

法テラス法律相談会

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心
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　今回は現在若者会議が取り組んでいる「#いがま
るエール」についてお知らせします。
　市内の飲食店を中心とした店舗では、新型コロナ
ウイルスの拡大により来客数の減少などの大きな影
響が出ているなか、新たに宅配サービスやテイクア
ウトを始めるなど何とかこの状況を乗り越えようと
頑張っています。
　若者会議では市内店舗を応援するために何か自分
たちでできることがないかを考え、市内のさまざま
な情報をまとめているブログサイト「いがりんく」
との連携により「#いがまるエール」という活動を
開始しました。宅配やテイクアウトを行っている店
舗情報を集約・公開し、SNSで発信する試みです。
　詳しくは市ホームページか伊賀市若者会議の公式
Facebook や Twitter をご覧ください。　　
　今回、広報紙を通じて若者会議メンバーからの
メッセージをお伝えします。

若者会議メンバーからのメッセージ
「今、新型コロナウイルスの影響で市内の多くの店
舗は非常に厳しい状況です。これを読んでいる皆さ
んの中にも大変な状況の人もいらっしゃると思いま
す。こんな時だからこそ、市民が一丸となって助け
合って乗り越えていきましょう。不要不急の外出は
控えなければなりませんが、最低限のお買い物はぜ
ひ市内の店舗で、食事もテイクアウトをできる範囲
で利用してほしいです。大好きな伊賀市のまちを守
るためにも皆さんのご協力をよろしくお願いします。」
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

だ よ り

カラ
ダのこ

と
おしえて！

　感染症は、病原体（細菌やウイルスなど）が体に入
り増殖することによって引き起こる病気のことです。

細菌の特徴
　目で見ることのできない非常に小さな単細胞生物
で、大きさは通常１mmの 1/1000 の単位 µm（マ
イクロメートル）が用いられ、光学顕微鏡で見るこ
とができます。便や膿などを培地（栄養素が沢山含
まれた寒天）に塗り、35℃で育てると細菌は集落
を作り、目で見えるようになります。
　細菌は体内に侵入後、栄養を取り込み細胞分裂で
増殖しながら毒素を出して細胞を傷つけていきます。
　大腸菌、黄色ブドウ球菌など病気を引き起こす
有害な細菌がいる一方、人の生活に有用で皮膚の
表面や腸の中の環境を保っている常在菌もいます。

ウイルスの特徴
　カプシドと呼ばれるタンパク質の内部に、DNA
か RNAどちらかの遺伝子を持つ単純な構造で、複
製能力がなく生きた細胞内でしか増殖できません。

　潜り込んだ細胞が分裂
するとき、ウイルスが持
つタンパク質や遺伝子情
報を細胞に混ぜ込み増殖さ
せていきます。大きさは、
細菌よりも更に小さくµm
の1/1000 の単位 nm（ナノメートル）が用いられ、
見るには電子顕微鏡が必要です。光学顕微鏡が約
2000 倍まで拡大できるのに対し、電子顕微鏡は約
100万倍まで拡大することができます。ヒトに病気
を起こすことがあるウイルスとして、インフルエンザ
ウイルスやノロウイルスなどが知られています。

日頃から注意しましょう
　感染症となるかどうかは、病原体の感染力と体の
抵抗力とのバランスで決まります。
　バランスのとれた食事や十分な睡眠、手洗い・う
がいなど、基本的な予防策をとって感染症にかから
ないように気を付けましょう。

（上野総合市民病院　臨床検査課　山本　珠沙）

昨日よりも
健康に。

カラダの話

感染症の原因

細菌とウイルスの違い、知っていますか？
７月の無料相談

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。

9日㈭
13:30 ～ 16:30

本庁舎　2階相談室 3
市民生活課

7/2　8：30～受付
※先着８人

22-9638 

28 日㈫ 大山田福祉センター
相談室

大山田支所住民福祉課 
7/21　8：30～受付

※先着８人
47-1152

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 8 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

4階相談室
人権政策課

※受付期間（6/22 ～ 7/3）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

8日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　2階相談室 3 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 22 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　2階相談室 3

市民生活課
※受付期間（6/25 ～ 7/20）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 10 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　2階相談室 3

市民生活課
※受付期限（7/8）

※先着 4人
22-9638

出張年金相談
※予約制

1 日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　3階

津年金事務所
※受付期限（6/24） 059-228-

9112
17 日㈮ 津年金事務所

※受付期限（7/10）

緑（園芸）の相談 13日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

2 日㈭ 13:30 ～ 16:00 多文化共生センター 市民生活課
※先着４人 22-9702

こころの健康相談
※予約制 29 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　1階 伊賀保健所 24-8076

健康相談 31日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
2日㈭ 13:30 ～ 15:00 久米町市民館

シルバー人材センター 24-580016 日㈭
※予約制 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバー

ワークプラザ

相談内容 問い合わせ 電　話
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

女性相談　※予約優先 こども未来課 22-9609

家庭児童相談
※予約優先 こども未来課 22-9609

母子・父子自立相談
※予約優先 こども未来課 22-9609

消費生活相談 市民生活課 22-9626

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839

青少年相談 青少年センター 24-3251
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 津地方法務局伊賀支局 0570-003-110

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。
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メッセージをお伝えします。

若者会議メンバーからのメッセージ
「今、新型コロナウイルスの影響で市内の多くの店
舗は非常に厳しい状況です。これを読んでいる皆さ
んの中にも大変な状況の人もいらっしゃると思いま
す。こんな時だからこそ、市民が一丸となって助け
合って乗り越えていきましょう。不要不急の外出は
控えなければなりませんが、最低限のお買い物はぜ
ひ市内の店舗で、食事もテイクアウトをできる範囲
で利用してほしいです。大好きな伊賀市のまちを守
るためにも皆さんのご協力をよろしくお願いします。」
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で、大きさは通常１mmの 1/1000 の単位 µm（マ
イクロメートル）が用いられ、光学顕微鏡で見るこ
とができます。便や膿などを培地（栄養素が沢山含
まれた寒天）に塗り、35℃で育てると細菌は集落
を作り、目で見えるようになります。
　細菌は体内に侵入後、栄養を取り込み細胞分裂で
増殖しながら毒素を出して細胞を傷つけていきます。
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有害な細菌がいる一方、人の生活に有用で皮膚の
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ウイルスの特徴
　カプシドと呼ばれるタンパク質の内部に、DNA
か RNAどちらかの遺伝子を持つ単純な構造で、複
製能力がなく生きた細胞内でしか増殖できません。

　潜り込んだ細胞が分裂
するとき、ウイルスが持
つタンパク質や遺伝子情
報を細胞に混ぜ込み増殖さ
せていきます。大きさは、
細菌よりも更に小さくµm
の1/1000 の単位 nm（ナノメートル）が用いられ、
見るには電子顕微鏡が必要です。光学顕微鏡が約
2000 倍まで拡大できるのに対し、電子顕微鏡は約
100万倍まで拡大することができます。ヒトに病気
を起こすことがあるウイルスとして、インフルエンザ
ウイルスやノロウイルスなどが知られています。

日頃から注意しましょう
　感染症となるかどうかは、病原体の感染力と体の
抵抗力とのバランスで決まります。
　バランスのとれた食事や十分な睡眠、手洗い・う
がいなど、基本的な予防策をとって感染症にかから
ないように気を付けましょう。

（上野総合市民病院　臨床検査課　山本　珠沙）

昨日よりも
健康に。

カラダの話

感染症の原因

細菌とウイルスの違い、知っていますか？
７月の無料相談

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。

9日㈭
13:30 ～ 16:30

本庁舎　2階相談室 3
市民生活課

7/2　8：30～受付
※先着８人

22-9638 

28 日㈫ 大山田福祉センター
相談室

大山田支所住民福祉課 
7/21　8：30～受付

※先着８人
47-1152

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 8 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

4階相談室
人権政策課

※受付期間（6/22 ～ 7/3）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

8日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　2階相談室 3 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 22 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　2階相談室 3

市民生活課
※受付期間（6/25 ～ 7/20）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 10 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　2階相談室 3

市民生活課
※受付期限（7/8）

※先着 4人
22-9638

出張年金相談
※予約制

1 日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　3階

津年金事務所
※受付期限（6/24） 059-228-

9112
17 日㈮ 津年金事務所

※受付期限（7/10）

緑（園芸）の相談 13日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

2 日㈭ 13:30 ～ 16:00 多文化共生センター 市民生活課
※先着４人 22-9702

こころの健康相談
※予約制 29 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　1階 伊賀保健所 24-8076

健康相談 31日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
2日㈭ 13:30 ～ 15:00 久米町市民館

シルバー人材センター 24-580016 日㈭
※予約制 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバー

ワークプラザ

相談内容 問い合わせ 電　話
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

女性相談　※予約優先 こども未来課 22-9609

家庭児童相談
※予約優先 こども未来課 22-9609

母子・父子自立相談
※予約優先 こども未来課 22-9609

消費生活相談 市民生活課 22-9626

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839

青少年相談 青少年センター 24-3251
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 津地方法務局伊賀支局 0570-003-110

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

31 2020.6



6
No.342

2020年

誇れる伊賀市をめざして特集

広報広報

今月の表紙は余野公園の満開のつつじの様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。

今月の納税
●納期限　６月30日 （火）

納期限内に納めましょう
市県民税（１期） 2020 年（令和２年）６月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　90,492 人　○世帯数　40,696 世帯
○男　44,403 人　　○女　46,089 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年４月 30日現在

スマホアプリ

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日および祝日診療を行っている医療機関は、救急医療情報セン
ター コールセンター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24時
間体制でお応えします。
※通話料・相談料は無料です。

６月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時45分
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

競技会場はこんなところ！
～上野運動公園野球場・競技場編～
しのぶ：今日は、三重とこわか国体で軟式野球と

サッカーの競技会場になっている上野運動
公園をご紹介します。

にん太：上野運動公園は、都市公園として昭和 38
年に野球場などが完成し、その後インター
ハイ（昭和 48年）や三重国体サッカー（昭
和 50年）の主会場として競技場が整備さ
れたんだ。今ではみんながスポーツを楽し
める場所になっているよね。

しのぶ：この公園の特
　　　　徴は？
にん太：上野運動公園
　　　　の野球場は、
　　　　フィールドが
　　　　すごく広いん

だ。スタンドからはお城も見えるんだよ。
しのぶ：本当だね。こっちが競技場かな？
にん太：そう、サッカーワールドカップ 2002 に

出場した南アフリカ代表チームのプレキャ
ンプ地として
使用された
んだ。今は、
伊賀 FCくノ
一三重のホー
ムグラウンド
になっていて、なでしこリーグの試合会場
にもなっているんだ。 

しのぶ：試合の時には、たくさんの観客でにぎわっ
ているんだね。

にん太：来年、この運動公園で国体が行われるかと
思うとワクワクしてくるね。

しのぶ：皆さん、大会中はぜひ上野運動公園で一緒
に応援して、三重とこわか国体を盛り上げ
ましょう！

【問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員会事務局（国体推進課内）
　☎43-9100　℻  43-9102　 kokutai@city.iga.lg.jp

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.9

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
　岡波

４
　名張

５
　上野

６
　名張

７
　名張

８
　岡波

９
　上野

10
　岡波

11
　名張

12
　上野

13
　上野

14
　岡波

15
　岡波

16　
　名張

17
　岡波

18
　名張

19
　上野

20
　名張

21
　名張

22
　岡波

23
　上野

24
　岡波

25
　名張

26
　上野

27
　上野

28
　岡波

29
　岡波

30
　上野 ＊小児科以外の診療科です。


